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経
濟
地
理
學

の
科
學
的
基
礎
付

へ
の
試
圖

ー

川
西
正
鑑
著

『
縄
濟
地
理
學
原
理
』
及
び
黒
正
巖
著

『
日
本
経
濟

地
理
學
』
を
讃
み
て

高

橋

K良

一
、

緒

瞥
口

 

。。
翼
塁
暴
留

摩

鷺

守
鼻

に
は
今

日
尚

ほ
七

+
有

籐

の
猫

立
國

の
記

載

が

あ

る

が
、
併

し
事
實
上
そ

の
凡

て
が
猫
立
性
を
有
す

る
課

で
は

な

い
。
欧
州
大
職
後

の
世
界

の
政
治
的
實
在

は
國
民
的
國
家

で
は
な
く
、
幾

つ
か

の
國
民
的
國
家

の
合
成

せ
る

『
経
濟

群
』

で
あ

る
。

そ

の
各
群
は
、
各

々
大

な

る
金
融
資
本
國
家

に
よ

つ
て
支
配

せ
ら
れ
、
そ

の
中

に
は
若

干

の
小
國
家

叉
は
植
民

地

を
包
含

し
て
居
る
。
朝
近
、
経
濟
界

に
於

い
て
企
業

が

コ

ン
ツ

エ
ル

ン
化
せ
ら
れ

て
偉
大

な
る
競
孚
力

・
猫
占
力
を
獲

揮
し

つ

、

あ

る
と
同

一
の
傾
向

が
諸
國
家

の
闇

に
見
出

さ
れ

る
様

に
な
り
、
今

日

の
世
界

の
政
治
的
實
在
は

『
輕

濟
群
』

で
あ

つ
て
法
律
上



各
箇
猫

立

の
國
家

で
は
な

い
。
此

の
傾
向

は
、
帝
國
主
義

の
不

可
避
的
結
果

の

一
で
あ
る
。
此

の

『
経

濟
群
』
は
、
各

々
経
濟
的
自

立

を

目
的

と
す

る

が
故

に
、
(
A
)
凡

て

の
不

可

訣

な

る

原

料

の
充
分

な

る
供

給

ー

石

油

・
鐵

・
石
炭

・
銅

。
ゴ
ム

・
小

萎

・
綿

等
、
(B
)
そ

の
生
産
物

の
た

め
の
販
費

市
場
並
び
に
そ

の
資
本
輸
猷
を
な
し
得

る
未
開
護

地
方
、
(C
)
從

つ
て
叉
そ
れ
ら

の
原
料

及
び
製

品

の
運
輸

に
必
須

な

る
交
通
路
を
、
直
接

間
接

に
自

己
管

理

の
下

に
置

く
事
を
目
指

し
て
居

る
。
而

し

て
、
國
際
問
題

の

本
質

が
強
く
帝
國
主
義

に
依

存
す

る
關

係
上
、
國
際
的
諸
問
題

の
多
く
は
必
然

的

に
経
濟
地
理
的
問
題
と
な

ら

ざ
る
を
得

な

い
。

そ
れ
故

に
、
吾

々
は
現
代

の
経
濟
肚
會

の
本
質

の
理
解
を
必
要
と
す
る
と
共

に
、
叉
そ

の
事

か
ら
離

れ

て
此

の
肚
會

に
於
け

る
経

濟

現
象

の
地
理
的
分
布
歌
懸

を
も
研
究
す

る

の
必
要
に
迫

ら
れ

て
居
る
。
斯

襟

に
し

て
、
近
代
人
は
、
最

も
鋭
敏

な
る
關
心
を
ば

経
濟

地
理
學
的
研
究

の
中

に
見
出

さ
ざ
る
を
得

な

い
様
な
時
代

に
生

活
し

つ
」
あ

る
の
で
あ
る
。
然
程
左
様

に
重
要

な
る
意
義
を

有
す

る

『
経

濟
地
理
學
』

の
研
究

も
今
尚

ほ
極
め

て
幼
稚
な

る
域

を
脱

せ
す

、

未
だ
に
斯
學

の
研
究
封
象

・
方
法
及

び
課
題
を
明

確
な

ら
し

め

て
居
な

い
様
な

一
般
的
情

勢

に
あ
る
の
は
遺

憾
な

こ
と
で
あ
る
が
、
最

近

に
至

つ
て
は
斯
學
を

ば
科
學
的

に
基
礎
付

け
ん
と
す

る
試
圖

が
内
外

に
擾

頭
し

つ
曳
あ

る
。

我
國

に
於

い
て
も
最

近
経
濟
地
理
學

界
は
幾

多

の
牧
穫
を
齎

ら
し
た
が
、
そ

の
中
今
年

に
入

つ

て
か
ら
出

版

せ
ら
れ
た
左

の
二

書

に
就

い
て
、
私
は
そ

の
讃
後
感
を
述

べ
よ
う

と
思

ふ
。

川
西

正
鑑
著

『
経
濟
地
理
學

原
理
」

(昭
和
六
年

H
月
、
丁
酉
出
版
祉
獲
行
、
六
六
四
頁
、
定
債
四
圓
五
+
鍵
)

黒

正

嚴
著

『
日
本
経
濟

地
理
學
」
第

一
分

冊

(
昭
和
六
年
三
月
、
岩
波
書
店
登
行
、

一
五

一
頁
、
定
債

一
圓
)
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四
七



、

脛
濟
地
理
學
の
科
學
的
基
礎
付
へ
の
試
圖

】
四

八

=

、

経

濟

地

理

學

の

歴

史

的

生

成

の
概

観

此

の
二

つ
の
著

作
を
讃

ん
で
著

し
く
感
す

る
事
は
、
科
學

と
し

て
の
経

濟
地
理
學

の
基
礎
付

へ
の
努
力

が
大

い
に
な

さ
れ

て
居

る
こ
と
で
あ
る
。
此

の
學

的
基
礎
付

の
問
題
を
正
し
く

理
解

し
正
當
な

る
批
判
を
な

さ
ん
が
た
め

に
は
、
吾

々
は
豫
め
経

濟
地
理

學

の
歴
史
的
生
成

の
姿
を
概
観
的

に
描

き
出

し
て
置

く

の
必
要
を
感
す

る
。
(
主

と
し

て
、
団
・
冒
。三
。7
0
暑
巳
昌
σq・
自
2
邑
σq
§

・凶昌窪

≦
固請
。誇
欝
」q
8
びq話
℃
三
①
に
擦

る
。
)

『
輕
濟

地
理
學
』

ヨ

.叶。,。訂
翻
σq
8
σQ.是
ゴ
…。
な

る
命
名
は

一
八
八
〇
年
代

に
始
ま
る

が
、
古
代

か
ら
経
濟

地
理
學
的
論
述
を
有

し

て

居
る
。

古
代

の
地
理
學
は

諺
.辺
。
【.】・。。
(い。。轟
ー
ω
鵠

螢

O
)
以
來

ギ
リ

シ
ヤ
に
育
れ

た
が
、
物
語
的

な
地
誌
的
記
述

が
多
か

つ
た
。

人
文

地
理
學
は

此
の
地
誌
的
地
理
學

(o
ぎ
邑
。
σq
互

か
ら
畿
達

し
、

物
産

地
理
學
も
亦
そ

の

一
部
と
し

て
論
述

せ

ら
れ

て
居
た
。
物
産

の
地
理
的
分
布

に
就

い
て
の
設
明
は
既

に
ギ
リ

シ
ヤ
、

ロ
ー

マ
時
代

の
地
理
書

に
散
見
す

る
所

で
あ
る
が
、
九

世
紀

十
世
紀
頃

の

ア
ラ
ピ
ヤ
人

(<
豪

・
甘
・
屋
§
留
き
号
)

は

一
暦
精
密

に
物
産

の
地
理
的
分
布

や
貿
易
路

の
問
題

を
取
扱

つ
た
。

申

世

に
入

つ
て
か
ら
は
、
十
字

軍

に
よ
る
交
通

の
振

大
及
び
十
五
世
紀

に
於
け

る
海

上

の
諸
獲
見
等

に
よ

つ
て
東
西

の
往
來

が

頻
繁

と
な

つ
て
來

た

に
も
拘

ら
す
、

7貯

8

団
。δ

の

「
東

方
見
聞
記
」

の
外

に
は
注
目
す

べ
き
地
理
的
文
獣
な
く
、
十
九
世
紀

に

至
る
ま

で
地
理
學

は
特
筆
す

べ
き
獲

蓮
を
見
な

か

つ
た
。



O

然
る

に

≧
・鑓
民
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〈
自

国
舞

σ
。5
蝕
(H刈αO
I
同◎◎
い
N)
及
び

o
・
二
男
葺
臼

(ぐ
遷
-
目辞
ゆ
)
出

つ
る
に
及

ん
で
人
文

地
理
學
は
飛
躍
的

畿
展
を
見
た
が
、
尚

ほ
彼
等

に
あ

つ
て
は
自
然

が
凡

て
を
意
味

し
自
然

は
汎

ゆ
る
入
事

現
象

の
原
因

で
あ
る
と
な
し
、
人

聞
と
自

然

と

の
闇

の
交

互
作
用

を
認
識
す

る
所
ま

で
至

つ
て
居
な

か
つ
た
。
蓋

し
、
當
時

は
自
然

科
學

的
思
考

が
優
位

を
占
め
、
自
然

地

理
學

の
み
な

ら
す

人
文
地
理
學
及
び
地
誌

ピ
彗
α
。貯
§
曾

を
も
支
配

し

て
居
た

の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ

も
無

理
か
ら

ぬ
こ

と
で
あ

る
と
言
は
な
け
れ
ば

な
ら
な

い
ゆ

一
方

、

フ
ム
ボ
ル
ト
及

び
リ

ツ
タ
ー

の
思
想

を
巧
み
に
撮
取
す
る
と
共

に
、
他

方
當
時

の
自
然

地
理
學

の
泰
斗

た
る

宰
層象
コ帥目
伽

く8

密
。ζ
ぎ
雪

に
刺
戟

せ
ら
れ

て
、

人
文
地
理
學
を
し

て
科
學

的
猫

立
性
を
把
握

せ
し
め
た
も

の
は

国
..窪
轟
巳

因
器

巴

(図。。。。
轟1

お
。
と

で
あ

る
。

彼
は
人
間
は
自
然

の
影
響
を
受
け

つ

製
然

か
も
叉
自
然

に
働

き
か
け
る
と

い
ふ
所
謂

『
地
人
相

關
論
」

の
研
究

を
以

つ
て
人
文
地
理
學

の
任

務
と
な

し
、
地
理
學

上
特
筆
す

べ
き
貢
獄

を
な
し
た
。
彼
以
後

の
人
丈
地
理
學
者

に
し

て
ラ
ツ
ツ

エ

ル
の
影
響

を
う
け
な

い
者

は
殆
ん
ど
無

い
様
な
歌
態

に
あ
る
。

斯

く

の
如
く
地
理
學
者

が
そ

の
人
文

地
理
學

的
研
究

の
中

に
於

い
て
経

濟
地
理
學

的
思
索

を
な
し

つ

曳
あ

つ
た
當
時
、
経
濟
學

者

の
側

に
於

い
て
も
経

濟

の
地
理
的
基

礎
を
問
題
と
し

て
居

た
。

〉
α
聾

。。
旦
島

(ミ
Nい
ー
図む
。
)
は
土
地
を
ば
財
貨
生
産

の
基
礎

と

観

た
が
、
併
し
國
富

は
勢

働

に
よ

つ
て
生
す

る
も

の
で
あ
る
と
読
く
。
彼

の
名
著

毫
。巴
9

。
噛
屠
巴
。塁

の
各
章

は
實

に
豊
富

な
る

地
理
的
事
實

の
観
察

を
以

つ

て
充

さ
れ

て
居

る
が
、

そ
れ
は
普

遍
妥
當

的
な
経
濟
原
則

の
読
明

の
た
め

に
用

ひ
ら
れ
、
地

理
的

に

分
布

せ
ら
れ

た
諸

々
の
経
濟

現
象

を
地
理
學
的

に
系

統
的

に
取
扱

つ
た
も

の
で
は
な

か

つ
た
。

縄
濟
地
理
學
の
科
學
的
基
礎
付

へ
の
試
圖

一
四
九



縄
濟

地
理
學
の
科
學
的
基
礎
付

へ
の
試
圖

一
五
〇

猫
逸

の

・
ー

マ
ン
派
経
濟
學
者

〉
自
警

団
①団巳

畠

寓
建
臼
(印謡
o
と

。。
悼o
)
は
、

地
理
的
位
置

・
地
表

の
廣

さ

・
及
び
地
表

上

の
天

恵
物
を
、

そ
の
内
部
的
關
係

に
於

い
て
、
又
そ

の
現
在

及
び
將
來

に
封
す
る
意
義

に
於

い
て
、
把
握
し
、

以

つ
て
こ
れ
を
経

濟
生

活

の
原
則

に
關
聯

せ
し
め
ん
と
し
た
最
初

の
経
濟
學
者

で
あ

る
と
謂

は
れ

て
居

る
。
自
然
は
静
止

せ
る
も

の
で
は
な
く
可
攣

的
激

も

の
で
あ
る
と
の
彼

の
考

へ
は
、
百
年
後

の
今
日

の
経
濟
地

理
學

的
考
察

の
中

心
を

な
し

て
居

る
も

の
で
あ
る
。

演

繹
法
を
用
ひ
た
古

典
學
派
を

攻
撃
し

て
、
節
納
法
を
用

ふ
可
き
事
を
主
張
し
、
多

く

の
資
料
を
蒐

集
し

て
細
密

に
事
實

を
研

究

し
た
所

の
歴
史
學
派

の
諸
學
者

は
皆
経
濟

の
自
然

的
基
礎

を
論

じ
、
且

つ
自
然

の
影

響
を
重
覗
し
た
。
彼
等

の
著
作

は
極
め

て

多
く

の
地
理
的
読

明
に
よ

つ
て
充
満

せ
ら
れ

て
居
る

の
を
見
る

が
、
歴
史
的
比
較

研
究

方
法
を
補

ふ
に
系
統
あ
る
地
理
鼠

的
研
究

方
法
を
以

つ
て
せ
す
、
徒
ら

に
廣
汎

な
る
資

料
蒐
集

の
み
に
專

心
し
、
從

つ
て
理
論
経

濟
學

の
方

面

に
於

い
て
も
経

濟
地
理
學

の

分

野
に
於

い
て
も
、
芳

し
き
實

を
結

ぶ
と
こ
ろ
が
な

か

つ
た

の
で
あ
る
。

斯

く

の
如

く
、

地
理
學
者

も
経
濟
學
者

も
断

片
的

に
経
濟
地
理
學

的
問
題
を
論

じ

て
來

た
が
、

そ
れ

に
封
し

て
系
統

的
考
察

を

下
し
た
人
は

殆

ん

ど

な

か

つ
た

。

ハ
ン
ザ
同
盟

の
諸
都
市

や

フ
ラ

ン
ク

フ
ル
ト

・
ア

ム

・
マ
イ

ン
に

内
碧
雪
彗
蕊
鴇
ぎ
庁

(
商
人

學

校
)
が
出
來
、

そ
こ
で
實
用
的
な
學
科

の

一
と
し
て

囚
舞
穿
碧
・超
8
σq冨
℃
三
・

(
商
人
地
理
)
な

る
名
稻

の
下

に
商

品

の
需
給

や

交

通
路
な
ど
を
教

え
て
居
た
が
、

や
が
て

之

を

ド

イ

ツ

で

は

国
碧
ユ
。
一・σq8
爬
・。喜

δ

(
商
業

地
理
)

と
改
稻

し
、
そ
れ

が
十
八
世

紀
末

に
英

國
に
傳

は
つ
て
猫
特

の
獲
達
を
な

し
、
後

に
は
商
業

σ
み
な
ら
す
農
業

・
水
産
業
及
び

工
業

を
も
取
扱

ひ
、

そ
の
名
は

6
。ヨ
暮

邑
巴

0
8
σq
壼
℃ξ

(
商
業
地
理
)

で
も

そ

の
實

艦

は

崔
曾
切且
巴
0
8
㈹.唱
ξ

(
産
業

地
理
)
叉
は

国
。8
。巨
。
O
。。鵬
.暫℃
ξ

(
経



濟
地
理
)

に
攣
形
し

て
居
る
も

の
が
多

い
。

扱

て
、

『
経

濟
地
理
學
』

な
る
名
構
を
初
め

て
用

ひ
た

の
は
ド
イ
ツ

の

≦
ま
g
日

O
窪
、
(同。。
#
i
ぢ
旦

で
あ

つ
て
、
彼
は

一
八

二
二
年
伯

林
地
理
學
協
會
雑
誌

に

『
経
濟
的
地
理
學

の
課
題
」

U
一。
珍

侭
昌
窪

9
.
琶
・§
ぽ
節窪

号
8

0
・。讐

℃
三
。

な
る
論
文

を
獲

表

し
、
地
産

及
び
商

品

の
流
動

に
直
接

の
影
響
を
及
ぼ
す

も

の
と
し
て

の
地
表
、
並

び
に
地
産

・
商

品

の
流
動

が
地
表

に
及
ぼ
す

作

用
を
論
究
す

る
を
以

つ
て
経
濟
地
理
學

の
課
題
な
り
と
な
し
た
。
後

、
国
・§
臼

が

≦

誹
。冨
翻
σq
8
唱
唱
げ
δ

(
経

濟
地
理
學
)

の

方
が
よ
り
適

切
で
あ

る
と
稽

え
て
か
ら
、

一
般

に
此

の
命
名

が
用

ひ
ら
れ

て
居
る
。
そ

の
後

、
斯
學
は
人
文
地
埋
學

の
獲

達

に
刺

戟
せ
ら
れ

て
成

長
し

て
來

た

が
、
世
界
大
職
前
ま

で
は
そ

の
内
容

も
充
實

せ
す
、
そ

の
科
學
的
基
礎
付

も
獲
展
し
な

か

つ
た
。

職
時

及
び
職
後

、
各
國

の
経

濟
闘
孚

が
激
烈

と

な

る

に

件

れ

て
、
實
際

的
必
要
は
維
濟
地
理
學

の
獲
達

を
著
し
く
促
進

せ
し

め
た
。
英

に
は

o
・
9

諄
。
ぎ
・
P

乏
・
ピ
旨
。
・
米

に
は

晒
戸

。Q
巨
貸

頃

国
毎
晋
σq§

・
即

出
・
謹
罫
冨
興

等

の
學
者

が
居
る
が
、
何

れ
も
皆

理
論

よ
り
も
實

用

に
重
き
を
置

い
て
居

る
。
今

日
、
経
濟
地

理
學
研
究

の
中
心
は
ド
イ
ツ

に
在

る
。
其
庭

で
も
職
前

に
は

客

〉
昌
..
ρ
寓
・
国
。ぎ
.」
目
団
・一。
山
・団筈

等

の
代
表
的
學
者
は
何
れ
も
物
産

地
理

・
産
業

地
理

・
叉
は
各
地

の
経

濟
事
情
誌

の
集
録
程

度

の
も

の
を
取
扱

つ
て
居

た

に
過
ぎ
な

か

つ
た

が
、
戦
後

に
は

内
・
ω
唱
℃
。
ぴ
9

霊
湊
碧
αq
ρ

戸

図
・一口
冨
「鼻

戸

寡
茜
。霧
"
φ

b
§
噌け
犀

等
が
輩
出

し

て
斯
學

の
内
容
を
改
善
し
、

地
球
室
聞

と
経
濟
人

と
の
間

の
交

互
作

用
を
問
題

と
す

る
に
至

つ
た
。

デ

イ
ト
リ

ツ
ヒ
は
述

べ
て
曰
く
、
『
経

濟
地
理
學

と
は
地
球
塞
間
と
経

濟
人
と

の
間

の
交

互
作
用

の
理
論

で
あ
り
、
從

つ
て
叉
此

6

の
交

互
作

用

の
結
果

と
し

て
生
す

る
所

の
地
球

の
経
濟
的
室
間

の
構
成

を
ば
そ

の
複
合

・
成
立
及

び
配
置

に
於

い
て
論
究
す

る
學

翻
濟
地
理
學
の
科
學
的
基
礎
付
へ
の
試
圖

}
五

一



縄
濟
地
理
學
の
科
學
的
基
礎
付

へ
の
試
圖

一
五
二

問

で
あ
る
。
』

(卑
彦
。
d
犀
忌
『

o
吸暮
曾
轟
。
9
尻
勢崎
。ヨ
①凶昌
。昌
ヨ

円p.号
92
浄
、σQ6
。びq
噌曽℃
三
。
・
bd
①臣
p

お
戒
・
ψ

s
)

そ

の
間

に
交

互
作

用

の

行

は
れ

て
ゐ
る
自
然
と
維
濟
人
と
は
封
等

の
地
位

に
あ
り
、
何

れ
を
主

と
し
何
れ
を
從

と
す

べ
き

で
も
な

い
。
自
然

、
即

ち

『
地

球

の
物
理
的
特
徴

は
人
間

に
と

つ
て
は
或

る
與

へ
ら
れ
た
も

の
で
あ
り
、
人
間

の
力

添
な

し
に
護

生
せ
る
も

の
で
あ

る
。

そ
れ
は

謂

は
ば
人
間
が
そ

の
中

に
入
り
込

ん
で
居

る
所

の
室
間

で
あ
る
。
人
間
は
此

の
室
間

に
居

佳
し
生
活
し
増
殖
し

そ
れ

に
密
着

し
て

居

る
。
自

然

(
原

始
的
環
境
、
原
始
景
観
)

と
人

聞
と
は

二
個

の
異
別
な

る
本
質

で
は
な

い
。
そ
れ
ら

の
も

の
は
決

し

て
相

互

に

孤
立

せ
る
定
在
形
式

で
は
な
く
し

て
、
そ
れ
ら

の
も

の
は
往

々
弛
く
、

叉
往

々
緊
く
幾
千

の
懸
を
以

つ
て
結
合

せ
ら
れ

て
居

る
。

此

の
爾
者

が
如
何

に
相

互

に
結
合

し
合

ひ
影
響
し
合

ふ
か
は
全
く
相

互

の
力

の
結
果

に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
爾
者

は
交

互
作

用
に

於

い
て
影
響
し
、
攣
化
し
て
行
く
。
』

(一げ
一畠
4
ω
●
い
O)
次

に
問
題

と
な
る
所

の

『
経
濟

人
は
、
時
聞
的

に
も
室
聞
的

に
も
極
め

て
攣

化

し
易

い
要
素

で
あ
る
。
是

の
事
は
文
化

水
準

の
中

に
深

く

根

ざ

し

て
居

る
。
内

面
的
丈
化
向

上
叉
は
外
面
的
文

化
同
化

に
よ

る
文
化
水
準

の
如
何
な

る
攣
化

も
、
文

化
欲
望
及

び
文
化
能
力

の
要
素
を
攣
化

せ
し
め

る
。
そ
れ
は
、
無
限
に
起

る
事

で
あ
る
。

:
・:
・新

し

い
経

濟
作
用
は
丈
化

水
準

の

ヨ
リ

一
暦

の
向
上

に
封

す
る
刺
戟

で
あ
り
衝
動

で
あ

る
。
永
遠

に
交
互
作
用

を
行

ふ
所

の

動

と
反
動

と
は

、
交
化
水
準

を
向

上
さ

せ
、
自
然

景
槻

を
攣

化
さ
せ
、
維

濟
作

用

の
種
類

・
藪
量

及
び
分
布
を
増
加

せ
し
め
る
。
』

(彗
2

ω
・
い
ω)
嚴
密

に
言

ふ
と
、
自
然

と
人
間

と

の
交

互
作

用
は
、
文

化
及
び
経
濟
活
動

の
端
初

に
の
み
存
し
、
環
境

の
攣

化
し
た

瞬

間

に
原
始
環
境

の
自

然
力

の
代

り
に
経
濟
人

の
極
印

の
附
着

し
た
新

ら
し

い
も

の
が
生
す

る
。
然
ら
ば
、
此

の
獲

展

せ
る
地
人

相
關
論
は
如
何

な

る
時

期
に
封

し

て
も
要
當
す

る
か
?
・否
。
自
然

と
経
濟
人

と
丈
け

で
は
経
濟
地

理
學
的
現
象

は
嚢

生

せ
す

、
此



の
場

合

有

力

な

る
要
素

は

現

代

と
言

ふ

『
時

』

で
あ

る

が
故

に
、
此

の
關

係

の
中

に

『
時

』

目
・
ξ

皇

葎

の
要

素

を

取

入
れ

る
必

要

が
あ

る
。

さ

う
す

る

と
、

上
述

の
關

係

は

次

の
式

を

以

つ
て
表

さ

れ

る
事

と
な

る
。

(筐
2

ψ

咽
い)

d
一
十
内
一
h

～
<
一寓

・
h
内

み

(d
匙
雪
畠
号
曽浄
十
内
巳
言
ユ
録
留
9
9。印
"
≦
葺
。・o訂
津
魯
9
困
蜜
φ暴
oゲ
×
頃
.ロ
ロ
マ
ニ
o
昌
9
の
困
巳
ε
舅
ぞ
⑦曽島

×
目
o目
℃
o葺
鋒
)

(
與

瀞
鞠

鯉

十
掛

詩
蜘

醗

H
讃
簸

〉

×
料

爵

洪
備

×
煕

)

斯

く

の
如

き

思

考

の
下

に
動

く

デ
ー

ト

リ

ツ

ヒ
は
、

そ

の

一
般

経

濟

地

理
學

を

ば

ω

環

境

論

霞

濠
巳
9
.。

②

地

帯

論

N
。
需
巳
。ξ
。

に
分

け

、
ω

に
於

い
て

は

、
経

濟

の
自

然

的

及
び

人

闇

的
基

礎

、
及

び
自
然

と
経

濟

人

と

の
聞

の
交

互
作

用

を
論

じ

、
②

に
於

い

て
は
経

濟
人

の
、
及

び
生

産

・
商
業

及

び
消

費

と
言

ふ
形

態

に
於

け

る
維

濟

活
動

の
、
分

布

を

研

究
す

る

。

(筐
傷
・・
ω
・
ωご

我

國

の

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

最

近

の
経
濟
地
理
學

的
螢
作

の
多
く

は
、
此

の
デ
ー

ト
リ
ツ

ヒ
の
影
響

を
何
等

か
の
仕
方

に
於

い
て
受
け

て
居

る
も

の
の
如

く
見

え
る
。

尚
ほ
此

の
外

に
實
用
を
尚

ぶ
ア
メ
リ

カ
や
イ
ギ
リ

ス
に
は

団
邑
需
撃
0
8
σq
鑓
℃
ξ

(
實
業
地

理
)
が
存
在
し
、
猫
逸

に
は

呂
亀
窪

(
瑞

典

の
學
者
)

の
創
始

せ
る

『
政
治
的

世
界
現
象

の
地
理
的
観
察
』
を
な
す
所

の

『
風
土
政
治
學
』
0
8
℃
島
鼻

及
び

き
子
霞
U
ぽ

一
派

の
経
濟
的
世
界
現
象

の
地
理
的
観
察
』

を
任
務
と
す
る

『
風

土
経
濟
學
』

0
8
-αぎ
ぎ
巳
。

が
あ
り
、
更

に
叉
イ
ギ
リ

ス
に
は

経
濟
地
理
學
の
科
學
的
基
礎
付
へ
の
試
圖

一
五
三



縄
濟
地
理
學
の
科
學
的
基
礎
付

へ
の
試
圖

特

異
な
る
存
在

と
し

て

旨
即

鵠
9
鎚
び
ぼ

の
あ
る

こ
と
を
も
附
加

え
て
置
か
な

け
れ
ば
な

ら
な

い
。

一
五
四

三
、
川
西
氏

の
所
説
の
紹
介

斯

か
る
秋

に
際
會

し
て
、
『
経
濟

地
理
學
は
囚
は
れ
た
』

と
絶
叫
し
、
『
放

た
れ
た
る
経
濟
學
』

を
建
設
せ
ん
と
し
て
立

つ
た

の

が
、
吾
が
川
西

正
鑑
氏

で
あ
る
。

誠

に
氏

の
言

ふ
が
如
く

、

『
雨
後

の
筍

の
如
く
籏
出
』

せ
る
論
文
述
作

は
何
れ
も

『
余

り
に
地
理
學

と
言

ふ
名
稻
、
嚴
密

に

い

へ
ば

『
氣
候
』
『
土
地
』

そ

の
他

の

『
自
然
状
態

』

に
、
或

は
叉

『
工
業
』

『
商
業
』

と
言

ふ
が
如

き
産
業

に
、
乃

至
は

『
棉

花
」

『
ゴ
ム
』
『
砂

糖
』

と

い
ふ
が
如
き
商
品

の
名

に
囚
は
れ
、
而
も
何
等

か
く
な
さ
ざ
る

べ
か
ら
ざ
る
理
由
を
解

明

せ
す

し

て
唯
徒

ら

に
羅
列
し

て
居

る

の
み
で
あ

る
。
こ
れ
等
種

々
な
る
要
素

を
、
そ

の
内
面
的
聯
關

に
於

い
て
理
解
す

る
こ
と
が
出
來
す
、

叉
そ
れ

等
の
中
に
於
い
て
ー

多
分
歴
史
的
獲
展
段
楷
と
共
に
攣
化
す
る
で
あ
ら
う
所
の
1

特
に
支
配
的
な
要
素
を
見
出
さ
な
け
れ
ば

な

ら
な

い
と

い
ふ
こ
と
を
知

ら
な

い
。
』
斯

か
る

『
何

で
も
主
義
』
『
羅
列
主
義
』

の
結

果
は
混
沌

以
外

の
何
物

で
も
な

い
。

此

の

混
沌
界

か
ら
脱
出
し

て
猫
立

の
科
學

と
し

て
の
経
濟
地
理
學
を
樹
立

せ
ん
と
す

る

に
當

つ
て
は
多
く

の
困
雑

に
當

面
す

る
が
、
此

の
際
最

も
注
意
す

べ
き
は

へ
ー
ゲ

ル
の
言

ふ
が
如
く

『
自
然

は
飴
り

に
高
く

評
便

せ
ら
れ

て
も
な
ら

ぬ
し
、
叉
鯨
り

に
低

く
評
債

せ
ら
れ

て
も
な

ら
ぬ
』

と
言

ふ
事

で
あ

る
。

『
今

日
の
経
濟

地
理
學

は
牛
身

不
随

で
あ

る
。
即
ち
地

理
學
者

は
自
然
的
諸
條
件

、

嚴
密

に
い

へ
ば
氣
候
、
地
理
的
位
置

及
び
土
地
の
態
様
を
以
て
、
そ

の
肚
會

の
性
質

を
決

定
す

る
諸
因
素

だ

と
な
し
、
所

謂
経
濟



的
勢
働

過
程

の

一
契
機

に
過
ぎ
ぬ
自
然
作

用
を
籐
り

に
高

く
評
債

し
、
且

つ
勢

働
過
程

の
他

の
二
契
機
た

る
勢
働

力
、
勢
働
封
象

か
ら
全
然
切
り
離

し
て
居

る
。
』

そ

こ
で
、
『
放
れ

た
る
経
濟

地
理
學

を
建
設

せ
ん
』

と
す

る

『
學
問
探
究

の
熱

情

に
燃

え
』

る
著
者
川
西
氏
は
、
『
先
年
文
部
省

よ
り
英
濁

に
留
學
す

る

の
機
會
を
得

、
先
學

の
跡
を
尋

ね
、
最

近
ド
イ
ツ
斯
學

の
傾
向

に
從

ひ
、
経
濟
地
理
學

を
以

て
、
経

濟
室

間

と
現
経
濟
人

と

の
交

互
作
用
を
研
究
す

る
も
の
な
り

と
な
し
、
而
も
自
然
は
跨
働
過
程

(
勢
働
力
、
W労
働
手
段
、
勢
働
封
象
)

を
媒
介

と
す
る

こ
と

に
よ

つ
て
の
み
始

め

て
人
間

の
維

濟
生
活

に
作
用
す
る
も

の
で
あ
り
、
且

つ
此

の
三
契
機

は
互

に
協
働
す
る

　

も

の
な

る
が
故

に
、
私

(
川
西
氏
)
は

こ

、
に
如
上
経
濟

地
理
學

の
三
要
素

を
勢
働

過
程

の
三
契
機

に
還

元
し
、

一
自
然
的
基
礎

(

　

　

の
内
容

を
な
す
原
始
環
象

、
文
化

(
肚
會
)
環
象

は
勢
働

手
段

、
二
現
経

濟
入
は
勢
働
力
、
三
雨
者

の
交

互
作

用
は
勢
働
封
象

の

(

(

表
現
形
態

で
あ

る
と
見

た
。
こ
れ

に
依

つ
て
少
く

と
も
從
來

よ
り
も
、
よ
り
眞
實

な
る
経
濟
地

理
學
的
意
味
を
把
握

さ
れ
得
る
と

信

す
る
』

(
自
序
四
ー

五
頁
)
も

の

で
あ

る
。

『
第

一
編
、
理
論
的
科
學

と
し

て
の
経
濟
地
理
學
』
に
於

い
て
は
、
『
経
濟

地
理
學

の
名
稻

及
び
そ

の
獲
達
』

『
経
濟
地
理
學

の
封

象
』
『
経
濟

地
理
學

の
任
務
』
『
経
濟
地
理
學

の
方
法
論
』
『
地
理
學

に
於
け
る
維
濟

地
理
學

の
位
置
』
『
経
濟

地
理
學

の
領
域

』

な

る
問

題
を
取
扱

ひ
、
斯
學

の
科
學
的
基
礎
付

を
試

み
て
居

る
。

氏
も
亦
主
と
し
て
デ
イ
ト
リ
ツ

ヒ
に
從

つ
て
斯
學

の
歴
史

的
獲
展
を
概
観
し
た
る
後

、
『
輕
濟
學
者

と
し

て
の

ハ
イ

ン
リ
ツ
ヒ

・

ク
ノ
ー

自
。
冒
剛。げ
O
巨
。
≦

ホ

ラ
ピ

ン

旨
円

国
實
冨
三
戸

力
i

ル

・
オ
ー

ガ

ス
ト

・
ウ
イ
ツ
ト

フ
オ
ー
ゲ

ル

開
β・
比
》
ロαq
ロ
埠
竃
葺
♂
㈹
9

脛
濟
地
理
學
の
科
學
的
基
礎
付
へ
の
試
圖

】
五
五



脛
濟
地
理
學
の
科
學
的
基
礎
付
へ
の
試
圃

M
五
六

等

の
出
現
す

る
事

に
よ

つ
て
、
漸
く
從
來

の
牛
身
不
随
的
段
階
を
脱
出
し

て
眞
實

の
、
叉
肚
會
科
學

と
し
て
の
経
濟
地
理
學
確
立

の
機

運

が
動

い
て
來
た
も

の
と
思

は
れ
る
。

か
く

し
て
蝕

に

一
百
年

の
聞
を
措

い
て
、
維

濟
地
理
學

が

一
般

地
理
學
、
人
丈

地
理

學
、
経
濟
學

の
領
域

か
ら
解
放

さ
れ
、
今
や

正
に
経
濟
地

理
學

の
封
象
、
任
務
、
方
法
を
確
立
し
て
そ

の
研
究

に
確
乎
た
る
基
礎

が
與

へ
ら
れ
ん
と
し
て
ゐ
る
』

(
二
四
頁
)

と
述

べ
、
從
來

の
経
濟

地
理
學

に
訣
如

し
て
居

た
経

濟
學

的
方

面
の
知
識

を
注
入
す

る
こ
と
に
よ

つ
て
、
斯
學

に
新

生
命

を
與

え
ん
と
す
る
も

の
で
あ

る
。

扱

て
、
然

ら
ば
経
濟

地
理
學
が

一
つ
の
凋
立
科
學

と
し

て
成

立

す

る

た

め

に
、

そ

の
研
究
樹
象

を
何
虞

に
求
め
、

そ
の
任
務

を
如
何

に
規
定
す

べ
き
か
。
彼
は
、
此
庭

に
於

い
て
も

デ
イ
ト
リ

ツ
ヒ
の
経
濟

地
理
學

の
定
義

(
前
出
、

一
七
三
頁
参
照
)
を

引
用

し
、
『
経
濟
室
聞

と
現
経
濟
人
』

と
が
斯
學

の
二

つ
の
封
象

で
あ
り
、
『
自
然

と
人
間

と
の
間

に
於

け
る
交

互
作

用
が
如
何
な
る
程

度

に
、
叉
如
何

な

る
方
法

に
於

い
て
行
は
れ

て
居

る
か
を
究
む

る
」
事

が
そ

の
任
務

で
あ

る
と
な
す
。
斯
く

の
如
く
、
氏
は

『
こ

の
交

互
作
用
が
最

近
に
於
け
る
経
濟
地
理
學

の
骨

子
と
な

つ
て
ゐ

る
』

と
述

べ
る
事

に
よ

つ
て
、
所
謂

『
地
人
相

關
論
』
を
奉
す

る
も

の
で
あ
る
。

・
そ

れ
故

に
彼
は
斯
學

の
任
務
を
論
す

る
章

に
於

い
て

『
ド
イ
ツ
に
於
け
る
経
濟
地
理
學

の
最
近

の
傾
向
を
代
表
す

る
ブ
ル

ユ
ノ

ー

・
デ
イ
ト
リ

ツ

ヒ
』

の
獲
展

せ
る
地
人
相
關
論

(
一
五

一
-

一
五
三
頁

参
照

)
を
詳
述

し
た

る
後

、
『
環
境

(
原
始
、
丈
化
)
、

現
経

濟
人
及
び

こ

の
雨
者

の
交

互
作
用
と
言

ふ
経
濟
地

理
學

に
於
け

る
三
要
素
』

が
勢

働
過
程
に
封
し

て
如
何
な
る
關
係

に
立

つ

か
を
明
か
な
ら
し
む
る
た
め

に

9
召
き

囚
・
蜜

タ

≦

一§
覧

の
経
濟

理
論
を
援

用
し

て

『
生
産
力
』
『
生
産
關
係
」
『
生
産
條

件
』



『
勢
働
過

程
』
等

の
意
義

を
定

め
た
。
ウ

イ
ツ
ト

フ
オ
ー
ゲ

ル
は
、
自
然

は
勢
働

過
程
を
媒
介

と
し

て
始

め
て
人
間

の
杜
會

生
活

に
作
用
す

る
も

の
で
あ

つ
て
、
此

の
過
程

に
参
與
す

る
根
本
的
な

三
契

機

は
勢
働
力

・
勢
働
封
象

並
び

に
勢
働
手
段

で
あ
る
と
な

す
。
此

の
三
契
機

は
肚
會

の
護

展

が
或

る
段
階

に
ま

で
蓬
す
る
時

に
は
次

の
如

き
自
然
的
並

び
に
杜
會
的
側
面
を
有
す

る
。

肚

會
的
側
面

の
展
開
後

に
於
け
る
勢
働
過
程

の
三
基
本
契
機

(肚

會

的

側

面
)

組

織

.
資

格

(技
左
並
び
に
知
識
)

機

械

・

道

具

原

料

(勢
働
を

通
過
し
た
)

象封働勢←段手働勢←力働勢←

(
自

然

的

側

面
)

・

人
聞

の
性
質

(
生
理
的
特

質

・
種
族

・
國
民
性
)

自

然

力

(
土

地

・
水

の
性

質

・
風

・
熱

・
蒸

氣

・
電

氣

等

)

人
聞
の
工
業
か
ら
は
猫
立
に
存
在
し
て
ゐ
る
檬
な
自
然
的
材
料

　

此

の
様

に
論
を
進

め
る
事

に
依

つ

て
、
経
濟

地
理
學

の
三
要
素

が
勢
働
過
程

に
於
け

る
三
契
機

に
還
元

せ
ら
れ

『
一
環
境
は
勢
働

(

ラ

　

手
段

で
あ
り
、

二
現
経
濟
人
は
勢

働
力
と
し
て
見

ら
れ
、
三
爾
者

に
於
け

る
交

互
作
用
は
勢
働
封
象

の
表

現
と
見

る
こ
と
が
出
來

(

(

る
』

と
考

へ
る
著
者

は

『
か
く

て
勢
働
過
程

(
生
産

の
型
)

の
三
契
機

と
経

濟
地
理
學

の
三
要
素

と
は

同

一
の
も

の
を

互
ひ
に
他

の
反
面
よ
り
眺

め
た

る
に
過
ぎ
な

い
も

の
で
あ
る
。
』
(
八
三
頁
)

と
主
張
す
る
。

縄
濟
地
理
學
の
科
學
的
基
礎
付

へ
の
試
圖

一
五
七

、



縄
濟
地
理
學
の
科
學
的
基
礎
付

へ
の
試
圖

一
五
八

故

に
経
濟
地
理
學
的
研
究

を
な
す

に
當

つ

て
、
氏

は
、
先

づ
第

一
に
交

互
作
用

の
爾
邊

た
る
勢

働
手
段

と
し
て

の
環
境

と
勢
働

力

と
し

て
の
現
維
濟
入
と

の
考
察
を

な
し
、
次

に
募
働
封
象

の
表

現
と
し

て

の
爾
者

の
交

互
作

用
を
検
討
す

る
。
斯
く

て
氏

に
あ

つ
て
は
、

一
般
経
濟

地
理
學

は
経
濟
室
聞

と
現
経

濟
人
と

の
交

互
作

用
を
論
す

る
も

の
で
あ

つ
て
、

『
そ

の
方
法
論

の
特
殊
性
は

経

濟
地

理
學

の
硯
野

に
横
は

つ
て
ゐ
る
他

の
多
く

の
科
學

か
ら
得
ら
れ

る
材
料

を
補
助
科
學

と
し

て
利
用

し

つ
」
こ
れ
を
地
理
的

見
地

か
ら
整

理
し
、
且

つ
創
出
す

る
も

の
で
あ
る
。』
(
輔
〇
九
頁
)

斯
様

に
し

て
途

に
、
『
從
來
経

濟
地
理
學

の
領

域

に
取
入
ら
れ

て
ゐ
た
原
始
環
象
以
外

に
、
新

た

に
丈

化

(
就
會
)
環
象
を
設
定

し

て
、
経

濟
地
理
學
的
取
扱

ひ
を
な
す

こ
と
は
研
究

未
熱

の
私

(
川
西
氏

)

に
は
堪

え
難

い
こ
と

で
あ
る
』

(
一
一
〇
頁
)
と
謙

遜

し

つ

」
も
尚

ほ
、
彼

は
次

の
如

き

『
論
理
的
燈
系
』

に
到
達
し

て
居

る
。

第
二
編

原
始
環
象
と
現
縄
濟
入
と
の
交
互
作
用

第

一
章

総

説

第
二
章

勢
働
手
段
と
し
て
の
原
始
環
象

第第 第
三 第 第 第

ニ ー 章 三 ニ ー

節 節 節 節 節

水 地 氣

表

面 候

第
四
節

地

第
五
節

動

第
六
節

鑛

植

物 物 質

 

勢
働
力
と
し
て
の
現
経
濟
入

協
同
の
原
始
的
形
態
と
し
て
の
種
族
共
産
髄

後
展
の
原
動
力
と
し
て
の
入
口

第
三
節

イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
の
起
原
及
び
蛮
展

第
四
節

勢

働

組

織



.
第
四
章

交
互
作
用
の
形
態

と
し
て
の
勢
働
野
象へ

第

一
節

蒐
集
経
濟
(植
物

・
動
物

・
鑛
物
)

こ

第

二
節

栽
殖
縄
濟
(
農
業

・
牧
畜
業
)

第

三
編

丈
化
環
象
と
現
経
濟
入
と
の
交
互
作
用

第

一
寧

総

観

第

二
章

勢
働
手
段
と
し
て
の
丈
化
環
象

第

一
節

器
具

ま
り
…機
械
及
び
動
力
の
登
明

「{

第
二
節

交
通
機
關
の
登
展

邑

第
三
節

資
本
(
商
工
業
資
本
、
金
融
資
本
)

第
三
章

勢
働
力
と
し
て
の
現
纒
濟
入

騨
藪

伽
鮪

及
び
墜
化
褻

鱒
、雛

畿
魁
墜
輔

第
四
章

交
互
作
用
の
形
態
と
し
て
の
勢
働
封
象

第

日
節

第

二
節

第
三
節

第
四
節

第
五
節

農

業

近
代
的
鑛
業

工
業
(造
船

・
製
紙

・
機
械
工
業

・
繊
維
工
業

・
化
學
工
業

・
雑

工
業
)

商
業
(封
建
的
商
業

・
國
内
商
業

・
國
際
商
業
)

金
融
資
本
型
と
し
て
の
産
業
の
國
内
的
濁
占

四
、
右
に
就
い
て
の
所
感

第
六
節

第
七
節

第
八
節

第
九
節

第
十
節

資

本

輸

出

経
濟
領
域
の
分
割

植
民
地
の
孚
奪

重
工
業
及
び
重
工
業
地
の
孚
奪

戦

争

前
掲

の
如
く
川
西
氏

の
経
濟

地
理
學

の
膿
系
は
極
め

て
豊
富

に
し
て
他

に
そ

の
類

例
を
見

な

い
様

な
内
容
を
有
し
、

脛
濟
地
理
學
の
科
學
的
基
礎
付

へ
の
試
圖

H
五
九

理
論
経
濟

"



■

経
濟
地
理
學
の
科
學
的
基
礎
付

へ
の
試
圖

】
六
〇

學

や
経

濟
史

の
知

識

な

ど

が
そ

の
中

に
多

分

に
織

り

込

ま

れ

て
居

る

の
を
見

る
。

原

始

環
象

を

取
扱

ふ
第

二
編

に
於
い

て
は

、

そ

の
第

一
節

か

ら
第

三
節

ま

で
は
殆

ん
ど
全

部

さ⇔
。
魅
助8
捨

》

ω
ぎ
昌
6
2
奮

。
h
国
8
8
日
…。
ω
。尋

8
・
6
誌

に
猿

る
読

明

で
あ

る
が

、

そ

れ

以

外

の
節

は

在

來

の
経

濟

地

理
學

的
著

作
就

中

旨

即

。。
三

二
・・
即

客

即

甲
暑

炉

国
・
巳
曇

§

弩
山
≦

=
試
墓

"
0
7
写

。ぎ

噂
巨
。三
。r

9

。σq。藁
-内
巴
・サ
国
・・ぎ
℃
・
菊
巨

9

左

海

猪

平

、

大
臨
皿鞘

雄

等

の
そ
れ

に
依

擦

し

て
居

る

。
併

し

乍

ら

『
從

來

経

濟

地

理
學

の
領

域

に

取

入

ら

れ

て
ゐ

た

原
始

環
象

以

外

に
、
新

た

に
丈

化

環

象

を
設

定

し

て
経

濟

地

理
學

的

取
扱

ひ
を
な

す
』
(
一

一
〇
頁

)
所

の
第

三

編

に
到

る

と
、
犀
。善

・
ω
舞

F

出
舞

一曇

。
昌
等

の
地

理

學
者

の
読

く
所

に
耳

を

傾

け

る

事
極

め

て
勘

く

、

全
巻

六

六

四
頁

中

の
過

牛

三

五

八
頁

の
内

容

を
な
す

も

の
は
維

濟
學

者

と
も
稽

す

べ
き

匡

幣
.臼
5
げq
・
団
β
鼻
㊤円旦

内
帥耳
のξ
㌔

缶くざ
くぽ
F

ピ
。三
♪

閏
』

・藁
し

。5
①『

蜜
げ
詳

憩
P

石

濱

知
行

、
小
島

精

一
、
内
き
乱
2

等

の
所

読

で

あ
る
。

是

等

の
人

々
の
所

読

に
蕪

く
事

に
よ

つ
て
、
吾

が
経

濟

地

理

學

の
研

究

が
稗

釜

せ
ら

れ

る

と

こ

ろ
大

な

る

を

認

む

る

に
吝

な

ら

ざ

る
者

に

と

つ

て
も

、
猫

ほ
斯

く
も

多

歎

の
頁

を

そ

れ

が

た

め

に
割
愛
し
て
居
る
ー

そ
の
中
に
は
経
濟
地
理
學
固
有
の
研
究
課
題
と
稻
す
る
を
得
な
い
様
な
も
の
も
多
分
に
包
含
せ
ら
れ
て
居

ヘ

ヘ

へ

る
ー

事

の
不
當

な
る
こ
と
を
感
す

る
の
は

ひ
が
眼
で
あ
ら
う
か
。

斯
様

に
廣
汎
な

る
内
容
を
包
含
す

る
に
至

つ
た

の
は
、
著
者

が
そ
の
主
張

に
從

つ
て

『
経
濟

地
理
學

の
視
野

に
横

は

つ
て
居

る

他

の
多
く

の
科
學

か
ら
得
ら
れ

る
材
料
を
補

助
科
學

と
し

て
利
用
し

つ

」
、
こ
れ
を
地

理
的
見
地
か
ら
整

理
し

、
且

つ
創
出
』
(
一

〇
九
頁

)
し
た
結

果

に
外
な
ら
な

い
も

の
で
あ
る
。
從

つ
て
、
護
者
は
本
書

か
ら
極
め

て
多
種
多
様
な

る
知
識

を
得
る
事

が
出
來

る

で
あ
ら
う
。
だ

か
、
然
し
、
吾

々
は
此

の
黙

に
就

い
て
或
る
制
限

を
加

え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
淡
川
康

一
氏
が

『
経
濟
地
理

●

■



,

●

通
論
』

に
於

い
て
次

の
如
く
述

べ
て
居

る

の
は
味
は

ふ
可

き
言
で
あ

る
。

『
経
濟
現
象

の
中

、
地
域

と
相

互
關

係
を
有
す

る
も

の

」
み
が
、
経
濟
地

理
學

の
封
象

で
あ

つ
て
、
そ
れ
以
外

に
脱
出
す
る
事
は
、

経
濟
地

理
學

の
維

濟
學

に
封
す

る
領
域
侵
入

で
あ

つ

て
、
嚴
密
な
學

問

の
意
義

か
ら
は
許

さ
れ

ぬ
こ
と
で
あ
る
。

ブ
リ

ユ
ー

ン
敢
授
も
、

ラ
ッ
ツ

エ
ル
の
政
治

地
理
學

が
地
理
學

の
領

域

を
脱
し

て
政
治
學

の
領

域

に
進

出
し
た
事
を
遺
憾

と
し

て
、
幾
度

も
地
理
學

の
範

園
を
嚴
守
す

べ
き
事
を
読

い
て
居
る

が
、
経

濟

地
理
學

に
於

い
て
も
こ
れ

と
同

一
で
あ

る
。
』
(
五

一
頁
)
然
り
、
『
経

濟
現
象

の
地
理
的
編
制
』
を
轡
導
概

念
と
な
す
吾

々
は
、

そ

の
研
究

の
歩

を
進

め
る

に
際
し

て
、
飽
く
迄
も
そ

の
足
を
地
球
上

に
着
け

て
置

か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
勿
論
、
歩
行
す

る
時

一
瞬
間
何
れ
か

の
足
が
室
中

に
在

る
が
、
そ
れ
は
前
進

の
た
め
の
必

須
な

る

一
階
梯

で
あ

る
。
從

つ

て
、
経
濟
地
理
學

の
研
究
を

進

め
る
に
際

し

て
、
そ

の
補

助
科
學

叉
は
限
界
科
學

に
就

い
て
の
關
読

も
、
歩
行
中
何

れ

か
の
足
が
地
表
を
離
れ
る
と
同
様

の
程

度

に
於

い
て
な
さ
れ
る

の
が
最
も
適
切
な

る
措
置

で
は
な

か
ら
う
か
。

以
上
は
川
西
氏

の

『
論

理
的
艦
系
』

を
ば

正
し
き
も

の
と
假
定
し
た
上

で
の
所
論

で
あ
る
が
、
次

に
私
は
最

も
根
本

的
な
問
題

に
就

い
て
疑
問

を
投
げ

か
け

る
。

前

述

の
如
く
、
氏

は
デ
イ
ト
リ

ツ

ヒ
の
謂

ふ
所

の
経
濟

地
理
學

の
三
要
素

(
自
然

、
経

濟
人
、
爾
者
間

の
交

互
作
用
)
を
、

ウ

イ
ツ
ト

フ
オ
ー

ゲ

ル
の
謂

ふ
所

の
勢
働

過
程

の
三
契
機

(
勢
働

手
段

、
勢
働

力
、
勢
働
封
象

)

に
還
元
し
、
爾
者

は
同

一
の
も

の

で
互
ひ
に
他

の
反
面
か
ら
眺
め

た
に
過
ぎ
な

い
と
言

ふ
が
、
果
し

て
さ
う

で
あ
ら
う

か
。
此

の
還
元

に
無
理
は
な

か
ら
う
か
。
是

は
川
西
氏

の
論

理
的
髄
系

に
と

つ
て
死
活
的
な
大
問
題
た
る
を
失
は
な

い
。

経
濟
地
理
學
の
科
學
的
基
礎
付
へ
の
試
圖

一
六

一



●

ノ

経
濟
地
理
學
の
科
學
的
基
礎
付
へ
の
試
圖

一
六
二

川
西
氏

の
思
索

の
途

に
は
、
私

の
見

る
所

に
よ
る
と
、
デ
イ
ト
リ

ツ

ヒ
が
厘

々
出
現

し
て
絶

え
す

影

の
様

に
附

き
纏

つ

て
居
る

様

で
あ

る
。
併

し
氏
は
何
庭
ま

で
も
デ
イ
ト
リ
ツ

ヒ
に
追
随
し

て
居

る
課

で
は
な

い
。
デ
イ
ト
リ
ツ

ヒ
は

同・
島
①
曇

麟島
。冨

o
旨
邑

謎
ρ

(
自
然
的
基
礎

)

N

ユ
臼

註
旨
。冨
欝
&
Φ
嵐
Φ話
9
・
(
経
濟
人
)

9

臼
同
芝
6。冨
色
菩

ざ
ロ
σq
・乱
・9
窪

げ
・幕

戸

(
爾
者
間

の
交
互
作

用
)

な

る
三
要
素

は
現
實

に
於

い
て
は
相

互

に
結
合

し

て
居
る
か
ら

『
環
境
論
』

に
於

い
て
は
そ
れ
ら
を

一
緒

に
纏

め

て
研
究

し
、
尚

ほ
そ

の
他

に

『
地
帯
論
』

に
於

い
て
経
濟
人

の

・
生
産
商
業
及
び
消
費

て
ふ
経
濟
活
動

の

・
分
布

を
研
究
し

て
居

る
。
然

る
に
、

川
西
氏

は
デ
イ

ト
リ

ツ
ヒ
の

『
環
境
論
』

の
三
要
素

を
明
白

に
猫
立

さ
せ
、
そ
れ
等
を

ウ
イ

ツ
ト

フ
オ
ー
ゲ
ル
の
勢
働
過

程

の
三

契
機

に
還
元
さ

せ
て
、

ω

自

然
的
基
礎
11
勢
働

手
段

(
自
然
力
、
機
械

・
道

具
)

㈲

経

濟

人
H
勢

働

力

(
人
聞

の
性
質
、
抜

巧
並

に
知
識
)

㈲

爾
者
聞

の
交

互
作
用

"
勢
働

封
象

(
動

植
鑛
物
、
加

工
さ
れ

た
原

料
)

の
表
現

と
な

し
、
原
始
環
象

と
丈
化
環
象
と

の
關
係

に
於

い
て
各

々
此

の
三
項
目

に
就

い
て
論
述
す
る
事

を
以

つ
て
斯
學

の
任
務

と
な
し

て
居
る
コ
扱

て
、
此

の
場
合

、
ω

及
②

の
環
元

を
認

め
て
も
、
㈲

の
環
元
を
私

の
頭
臓
は
認

め

て
呉
れ
な

い
。
例

へ
ば

『
勢
働
封

象
』

た

る
鑛

物

は

『
自
然

的
基
礎
』

で
あ
り
、
そ
れ

と

『
維
濟
人
」

と
の
間

に

『
交

互
作
用
』

が
成
立
す

る
が
故

に
、
此

の
關
係



に
於

い
て
は
交
互
作

用
H
勢
働
封
象

と
す
る
事
が
出
來

な

い
の
は
明
か

で
あ
る
が
、
川
西
氏

は
そ
ん
な
事
を
言

つ
て
居
る

の
で
は

　
　

　

な
く
、
ω

の
場
合

に
は

『
勢
働
封
象

の
表
現
』
と
言

ふ
言
葉

を
用
ひ
、
そ
れ

に
よ

つ
て

『
農
業
』
『
商
業
」
『
工
業
』

等

々
を
意
味

さ
せ

て
居
る

の
で
あ

る
。
然
し

『
工
業
」

等

々
を
螢
働
封
象

の
表
現
な
り
と
見

る
事

は

正
し
く
な

い
。
『
工
業
』
等

々
は
経

濟
的
活

動

の
現
は
れ
た

る
形
態

で
あ
る
。

そ
こ

で
は
軍

に

箒
労
働
封
象
』

の
み
な

ら
す

『
勢
働

手
段
』

も

『
螢
働

力
』

も
総
動
員

せ
ら
れ

て
相
互

に
作

用
し
合

つ
て
居
る
。
故

に

『
工
業
』

を
も

つ
て
猫
り

『
榮
働
封
象
』

の
み

の
表

現
な
り
と
見

る
事
を

得
す
、
氏

の
術

語

の
申

か
ら
適
當
な

る
も

の
を
撰
揮
す

る
な
ら
ば
、
寧
ろ

『
交

互
作
用

の
形
態
』

と
稻
す
る
方
が
良

い
で
あ
ら
う
。
併

し

『
交

互

　

　

む

　

コ

作

用

の
形
態

と
し

て
の
勢
働
封
象
』

と
言

ふ
時

に
は
依
然

と
し

て
そ
こ
に
矛
盾

が
包
含

せ
ら
れ

て
居
る
も

の
と
言
は
な
け
れ
ば
な

ら
な

い
で
あ
ら
う
。
事
實

、
ヂ
イ
ト
リ
ツ

ヒ
に
於

い
て
も

『
工
業
』
等

は

『
地
帯
論
」

の
中

に
於

い
て
論

述

せ
ら
れ

て
居
り
、
而

し

て
叉
農
鑛
商

工
業

等

に
就

い
て
地
理
的
研
究
を
な
す

事
は
必
要
な
課
題

な

の
で
あ
る

か
ら
、
川
西
氏
が
そ
れ
ら

の
事
項

を
研
究

せ
ら
れ
る
事

に
封
し

て
異
議
を

さ
し
は
さ
む
者

で
は
な

い
が
、
併

し
、

そ
の

『
論

理
的
艦
系
』
構
成

の
支
桂

に
不
適
當
な

も

の
が

あ
る
様

に
私

に
は
思
は
れ

る
。
即

ち
、
デ

イ
ト
リ

ツ

ヒ
と
ウ
イ
ツ
ト

フ
オ
ー
ゲ

ル
と

の
融
合
乃

至
綜
合

に
は
不
自
然
な
る
も

の

玉

不
合

理
な

る
も

の
が
存
在

し

て
居

る
と
思

ふ
。

序

で
に
、
氣
附

い
た
黙
を
述

べ
る
と
、
同
書

四
〇
i

四

一
頁

に
は
特

に
引
用
符

を
附

し
た
次

の

一
句

が
あ

る
。

デ
イ
ー
ト
リ

ツ

ヒ
の
解
明
す

る
所

に
依
れ
ば

『
自
然
的
事
象

と
は
人
間

に
封

し

て
は
既

に
所
與

の
も

の
で
あ

る
。

い
は

罫

室
闇

で
あ
る
。
こ

の
室
間

の
申

に
於

い
て
人
闇

の
分
布

と
人
闇

の
生
存

走
融
着

と
が
行
は
れ

て
居
る
。

こ
れ
は
二
個

の
異

る

脛
濟
地
理
學
の
科
學
的
基
礎
付

へ
の
試
圖

一
六
三



ヤ

一

経
濟

地

理
學

の
科
學
的
基
礎

付

へ
の
試
圖

=

ハ
四

本

質

で

は

な

く

、

叉

二

つ

の
分

離

化

さ

れ

た

存

在

形

式

で

は

な

く

、

一
つ

の
結

合

さ

れ

た

合

膿

で

あ

る

。

こ

の
封

立

的

な

結

合

と

影

響

と

は

封

立

的

な

力

の
結

果

で

あ

つ

て

、

こ

れ

が

交

互

作

用

に

於

い

て

互

に

影

響

し

合

つ

て
攣

化

を

及

ぼ

し

合

ふ

の

で
あ

る
』

と

。

是

を

そ

の
原

文

と

封

照

す

る

時

、

前

者

は

必

す

し

も

引

用

符

に
値

す

る

程

正

確

な

課

文

で

あ

る

と

は

言

ひ

か

ね

る

様

に
考

へ
ら

れ

る

。

(
一
五

二
頁

に

拙

課

が

あ

る

。
)

引

用

符

を

附

す

る

場

合

に
は

最

う

少

し

責

任

あ

る

課

文

を

出

し

て

い
た

だ

け

た

ら

讃

者

と

し

て
便

釜

を

感

す

る

の
度

が

倍

加

せ

ら

れ

る

で

あ

ら

う

。

原

文

は

次

の
如

く

で
あ

る

。
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℃
ザ
景
討
o
プ
①
昌
N
9
σq
Φ
餌
①
『
国
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①
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9
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器
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Φ
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げ
器
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口
昌
国
コ
畠
臼
ロ
伽
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霧
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翰
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毛
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日
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ω
①
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餌
2

閑
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げ
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コ
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碧
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①
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冨

》
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幽
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山
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器

三
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コ

客

冨

P
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肖
芝
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巴
≦
マ
犀
暮

㈹

げ
8

ぎ
φ
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繊
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ぴ
Φ
峯

ρ

巽
蹟
昌
島
巴

口
甑
o
げ

ご
o
冠

ρ

(
U

δ

三

〇
戸

O
箪

5
曾

q
びq
①
餅

9
目
げq
・
ぐ
5
答

も・
o
げ
o
h
ヨ
げq
8

σq
露

σq
三

ρ

ω
・
蜘
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叉

、

同

書

三

一

三

i

三

一

四

頁

を

見

よ

。

そ

こ

に

吾

々

は

次

の

交

字

を

讃

む

。

(
傍

貼

は

私

)

む

　

む

む

む

む

む

從

つ
て

レ
ー

ニ
ン
の
い
つ
た

や
う

に

『
大
戦
前

の
世
界

の
政
治
的
實

在
は
決

し

て
國

民
的
諸
國
家

で
は
な
く

て
数

群

の
國

民
的
諸
國
家

で
あ
る
。
そ

の
各
群
は
或

る
産
業

的
大
張
國

に
依

つ
て
支
配

さ
れ
、
月

つ
多
か
れ
少
か
れ
歎

個

の
小
國
家
叉

は

.



植
民
地
を
包
含

し

て
ゐ
る
。

こ
れ
等

の
或

る
も

の
は
法
律

上
で
は
猫
立

し

て
ゐ
る
か
も
知

れ
な

い
が
、
凡

べ
て
等
し
く
事
實

む

む

上
即
ち
経

濟
的

に
は

よ
り
有
力
な
る
彊
國

に
從
屡
し

て
居
た
』
。

即

ち
過
去

二
十
五
年
問
國
内

の
大
産
業

の
内

部

で
盛

ん

に

行

は
れ
た
ト

ラ

ス
ト
化

の
傾
向

が
今

日
で
は
諸
國

民

の
よ

り
廣

い
世
界

に
於

い
て
も
見

ら
れ

る
や
う

に
な

つ
た

の
で
あ
る
。

川
西
氏

に
よ
る
と
、

こ

の
引
用
符

の
申

に
在

る
も

の
は

レ
ー

ニ
ン
の
言

で
あ

る
の
で
あ
る
が
、
併

し
私

の
淺
學
は
彼

の
本

の
中

に

斯

か
る
句

を
見
出
す

に
至

つ
て
居
な

い
。
而
し

て
引
用
符

あ
る
に
拘
ら
す

そ

の
頁
激

を
附

記

し
て
な

い
が
た
め

に
そ
れ
を
槍
索
す

ヘ

へ

も

む

る

の
術
を
失

ふ
。
偶
然

に
も
私
は

こ
れ

に
類
似

の
句

が
ホ
ラ
ピ

ン
の
本

の
中

に
あ
る
事
を
知

つ
て
居
た
。
但

し
、
其
庭

で
は

『
大

　

　

む

　

　

む

職
前

の
世
界

の
…
』
代
り

に

『
職
後

の
世
界

の
…
』

と
な

つ
て
居
り
、

『
強
國

に
從
驕
し

て
居

た
』

の
代
り

に

『
強
國

に
從
属
し

　

て

居

る

」
と

な

つ

て

居

る

。

職

前

の

世

界

と

職

後

の

世

界

と

で

は

そ

の

間

に

甚

大

な

る

相

違

が

あ

る

。
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と

こ

ろ

が

、

そ

れ

を

日

本

語

に

課

し

た

本

〔
菊

川

忠

雄

課

『
経

濟

地

理

概

論

』

(
改

造

文

庫

)

　

一
〇
二
頁
。

及
び
同

一
課
者

に
よ
る
同
人
肚
版

の
八

一
頁
〕

の
申
は
、
如
何

し
た
事

か

『
大
職
前
…
』

と
な

つ
て
居
る
が
、
も

う

一
つ
の
方

は
正
し
く

『
強
國

に
從
属

し

て
居

る
』

と
繹
出

せ
ら
れ

て
居

る
。
而
し

て
伺

ほ
課
者
は
親
切

に
も

〔
註
〕

と
し

て

レ

経
濟
地
理
學
の
科
學
的
基
礎
付

へ
の
試
圖

一
六
五

`



経
濟
地
理
學
の
科
學
的
基
礎
付
へ
の
試
圖

一
六
六

密

ニ
ン
の

『
帝
國
主
義
論
』

か
ら
そ
れ
と
類
似

の
引
用
を
し

て
居

る
。
蝕

に
至

つ
て
、
事
態
は
略

ミ
明
白

と
な

つ
た
様

に
思

は
れ

葛
。
即
ち
川
西
氏
は
菊
川
氏

の
課
本

か
ら
引
用
す

る
に
際

し

て
不

注
意

に
も

ホ
ラ
ビ

ン
の
言
を

レ
ー

ニ
ン
の
言
と
早

合
黙
し
、
且

つ
そ

の
誤
課
叉
は
誤
植
を
共

の
儘

用

ひ
た

の
で
は
な
か
ら
う

か
。

上
述

の
如

き

。
私

に
と

つ
て
は
明

か
に
川
西
氏

の
誤
謬
で
あ

る
と
考

へ
ら
れ
る
様

な
黙
を
若

干
有
す
る

に
も
拘

ら
す

、
私

は
此

の
劃

期
的
勢
作

に
封
し

て
大
な
る
尊
敬

と
賞
讃

の
言
葉

を
お
く

る
も

の
で
あ
る
。
蓋

し
、

『
囚
は
れ
た

る
経

濟
地
理
學
』

を

ば
放

た

ん
と
す

る
が
如

き

・
『
未
墾

の
原
野

に
鍬
を
下
」

さ

ん
と
す

る
が
如
き

・
『
新
興

一
肚
會
科
學
と
し

て
の
経
濟
地
理
學

の
基

礎
付

け

へ
の

一
つ
の
試

み
」
を
敢
行

せ
ん

と
す

る
時

に
は
、
著
者

自
身

の
謙
遜

に
も
自
認
す

る
が
如
く

『
書

き
絡

つ
て
見

る
と
そ

の
論

理
的
膿
系

に
於

い
て
、
叉
そ

の
諸

要
素

悶

の
聯

關
的
論
述
に
於

い
て
意

に
満
た
な

い
個
所

が
多

々
あ
る
』

の
は
自
然

の
事

で
あ

る

か
ら
。
私
は
敢

え
て
此

の

一
大
快
著

の
必
讃

を
御
す

」
め
す

る
。

著

者
は
、
本
書

の
外

に

『
理
論
経
濟
學

の
若

干
問
題
L
『
工
業

経
濟
學
概

要
』

の
著
書

及
び

シ

ユ
ミ
ツ
ト

『
世
界
経
濟
史
概
論
』

及

び

ノ
ー

ル
ス

『
産
業
革
命
史
論
』

の
翻
課

あ
り
と
き
く
。
而

し

て
、
拓
大
、
巣
鴨
高
商
、
桐
生
高

工
に
敏
鞭

を
と
る
も

の
の
如

く

で
あ

る
。

五
、
黒
正
氏

の
所
説
の
紹
介

次

に
、
・
経
濟
史
學
者

と
し

て
令
名
高

き
京
大
敏

授
経
濟
學
博

士
黒

正
巖
氏

の
近
著

に
移

る
。

こ
れ
は

『
日
本
経

濟
地
理
學
』

の



第

一
分

冊
で
あ
り
、

『
今
後

、
日
本

の
工
業

・
原
始
産
業

・
商
業
交

通

・
人

口
聚
落
等

に
關
し

て
具
艘
的
研
究

を
試
み
、

冊
を
分

ち

て
順
次

公
刊
す

る
豫
定
』

で
あ
り
、
此

の
第

一
分

冊
は
そ

の
基
礎
を
な
し
そ

の
出
嚢
窯

と
な

る
も

の
で
あ
る
。
從

つ
て
、
そ

の

　

　り

名

は

『
日
本
維

濟
地
理
學
』

で
あ

る
が
、
本

冊

に
於

い
て
は
最
絡

の
第

五
章

『
我
國
民
経
濟

地
理
的
編
制

の
特

徴
」

に
就

い
て

一

五
頁
ば

か
り

の
研
究

が
あ
る

の
み

で
、
そ

の
他
は
全

部
経

濟
地
理
學

の
新
し

い
基
礎
付

へ
の
試

み
に
充

て
ら
れ

て
居
る
。

『
今

日

の
日
本
人
が
外
國

の
事
情

に
つ
き

て
は
可
な
り
廣
汎

且

つ
正
確

な
る
知
識
を
有
す
る

に
拘

は
ら
す

、
租
國
日
本

に
就

き

て
は
饒

り

に
も
無
知
、
無

理
解

で
あ

る
事

を
痛
歎
し

て
止
ま
ぬ
」

著
者

は
、
何

人
も
知

る
が
如
く

日
本
経
濟
史

研
究

の
大
家

で
あ

る
が
、
今
叉

日
本
経

濟
地
理
學

の
研
究

に
手

を
染
め
ら
れ
た
も

の
で
あ
る
。

斯

く

の
如
き
維
濟
史
家

の
経
濟

地
理
學
界

へ
の
進
出
は
誠

に
合

理
的
な

こ
と
で
あ

る
と
言
は
な
け
れ
ば
な

ら
な

い
。
蓋

し

『
一

定

の
杜
會

に
於

け
る
経
濟
的
交
化

の
本

質
を
理
解

せ
ん
と
す
れ
ば
、
経

濟
現
象

の
屡
史
的
護
展
過
程
並

に
そ

の
地
理
的
分
布
過

程

を
研
究
す

る
の
必
要
あ
り
、
」

経
濟
史

と
経
濟
地
理
學

と
は

『
右

の
如
き
固
有

の
ア
プ
リ

オ
リ
を
有
す
る
が
故

に
、
同
じ
く
経

濟

現
象
を
取
扱

ふ
も

の
で
あ
り
乍
ら
、
猫
自

の
存
在
を
有
し
、
同
時

に
叉
密
接

不
離

の
關
係

に
立

つ
も

の
で
あ
る
』

か
ら
で
あ
る
。

而

し

て
黒

正
教
授

は
、
大

疋
九
年
大
學
院

に
入

つ
て
以
來
経
濟
史

と
経
濟
地
理
學

の
研
究

に
從
事
し
、
在

外
研
究

中
に
は

『
工
業

立

地
論
』
d
9
・
曾
ロ
。。
㌶
コ
魯
.孟
..
目巳
出鴇
・ぎ

の
著
者

≧
沖
.
畠
を
。げ
曾

の
講
莚

に
侍

し

て
得

る
所
少

か
ら
す
、
露
朝
後

は
必
す

ウ

エ

ー

バ
ー

の
方
法

に
よ

つ
て

一
定

の
國
民
経
濟

の
地
理
的
編
制

の
研
究

を
實
行

せ
ん

こ
と
を

心

ひ
そ
か
に
期
し

て
居

つ
た

の
で
あ
る

か
ら
、
今
吾
々
が
敏
授
の
経
濟
地
理
學
研
究
の

一
端
ー

し
か
し
乍
ら
最
も
根
本
的
な
基
礎
付
け
の
研
究
を
手
に
し
て
も
別
に
不

縄
濟
地
理
學
の
科
學
的
幕
礎
付

へ
の
試
圖

=
ハ
七



■

縄
濟
地
理
學
の
科
學
的
基
礎
付

へ
の
試
圖

思
議

で
は
な

い
の
で
あ

る
。

此

の

『
第

一
分
冊
』

は

『
第

一
編

総
論
』

の
題
下

に
、

第

一
章

第

二
章

第
三
章

第
四
章

第
五
章

経
濟
地
理
學
の
概
念

経
濟
地
理
學
の
研
究
課
題

経
濟
地
域
設
定
法

繹
濟
地
理
學
の
研
究
方
法

我
國
民
縄
濟
の
地
理
的
編
制
の
特
徴

一
六

八

の
五
章

が
取
扱

は
れ
て
居

る
。

教

授
は
、
先

づ

『
人
類

の
歴
史

は
自
然

に
封
す
る
闘
争

(内
§

で
ぴ
5
岳
。
Z
、茸
)

の
歴
史

で
あ
る
」

(
一
頁

)
と
冒
頭
し

て
、
人

文
地

理
學

・
経

濟
地
理
學

の
歴
史

を
通
観

し
た
る
後

、

『
人
文
地
理
學

並
び
に
経
濟

地
理
學

が
地
誌
的
學
聞

の
域
を
脱
し
、
更

に

素
朴
的
地
人
相

關
論

よ
り
飛
躍
し

て
、
丈

化
叉
は
経
濟

の
室
聞
性

又
は
地
理
的
分
布

性

の
研
究

を
な
す

に
至

つ
て
、
始

め

て
完
全

な

る
猫
立
科
墨

と
な

る
も

の
と
思

ふ
。
蓋

し
同

じ
く
丈
化
を
研
究
封
象

と
す

る
歴
史
學

が
次
第

に
獲
展
し

て
科
學
的

猫
立
を
見

る

や
、
即
ち
文
化

の
時
間
性

叉
は
時

間
的
獲
展

性
を
研
究
す
る

に
至

つ
た

の
と
相
適
慮
す

べ
き
も

の
と
考

へ
ら
れ

る
か
ら
で
あ
る
』

(
一
五
頁
)

と
述

べ
て
居

る
。

從

つ
て
、
敏

授
は

『
維

濟
地
理
學

は
経
濟
的
丈
化
を
、
そ

の
室
間
的
分
布
現
象

に
於

て
研
究
す

る
科
學

で
あ
る
』

(
一
七
頁

)

と
定
義

す

る
事

に
よ

つ
て
在
來

の
経

濟
地
理
學

と
の
異
別
性

を
示

し
て
居
る
。
即
ち
、
教
授

の
主
張
す

る
所

に
よ
る
と
、

『
経

濟



地
理
學

と
題
名
す

る
諸
書

を
見
る

に
大
膿

二
の
傾
向

を
有

す
る
。

一
は
英
米
流

の
経
濟
地

理
學

に
し

て
相
來

の
商
業

地
理
學

の
攣

形

と
見
る

べ
き
も

の
で
あ
る
。
他

の

一
つ
は
猫
逸
流

の
経
濟

地
理
學

に
し

て
自
然

と
経
濟

と

の
相
關

々
係
叉
は
交
替
作

用

の
研
究

を
中

心
と
す

る
も

の
で
あ
る
。
併

し
乍

ら
之
等
は

已
に
述

べ
た
る
が
如
く
、
経
濟

地

理
學

的
認
識

の
確

立
に
歓
く
る
所

が
あ

る
と

思

ふ
。
軍

に
商
業

上
叉
は
螢

利
活
動

と
し

て
の
経
濟
活
動
上

の

一
般
知
識

の
集
録

で
あ
る
か
、
叉
は
自
然

の
経
濟
的
説

明
に
す

ぎ

な

い
。

固

よ
り

か
く

の
如
き
研
究

も
経
濟

地
理
學

に
と

つ
て
重
要

の
意
義

を
有
す
る
け
れ
ど
も
、
之

は
或

は
便
宜
上

の
事
柄

で
あ

り
、
或
は
叉
経
濟

地
理
學

の

一
研
究
方
法

た
る
に
止
り

.
前
提
條
件

の

一
つ
で
あ

つ
て
、
維
濟

地
理
學

そ
の
も

の
で
は
あ
り
得
な

い
。

デ
イ
ツ
ク

ス
の

0
8
穿
8
。
含
。

の
如

き
も
、
自
然

と
経

濟
と

の
相
關
論

の
域
を
完

全

に
脱
却
し
た
も

の
で
は
な

い
。
學

と
し

て
の
経
濟

地
理
學
は
経
濟
現
象

の
塞
聞
的
分
布
と

い

へ
る
概
念
を
先
験

的
指
導
原

理
と
す

べ
き
も

の
で
あ
る
。
即
ち
経
濟

地
理
學

は
、
経

濟
的
文

化
が
如
何
な

る
室
問
的
現
象

形
態

を
以

つ
て
顯
現
す

る
か
、
從

つ
て
各

地
域
が
如
何

な
る
経
濟
的
分
布
状
態

を
呈

す

る
か
、
更

に
叉
そ
の
分
布
歌
態

が
如
何
な

る
要
因

に
よ

つ
て
形

成

せ

ら

る

」

が
、

そ

の
地
域

の
経
濟
的
編
制

(げq
8
σq
冨
℃
ゴ
蓉
9

9
同巴
。・暮
σq
)

の
合

理
性
如
何
を
研
究
す
る
。
換
言
す
れ
ば
、
経
濟
的
丈

化

の
室
間
的
面

の
研
究

に
よ

つ
て
、
経

濟
的
文
化

の
本
質

を
關

明
せ
ん
と
す

る
も

の
で
あ
る
。
』
(
一
六
i

一
七
頁

)

今

、
し
ば
ら
く
敷
授

が
斯
學

に
與

え
た
定
義

の
分
析
的
読
明

に
耳

を
傾
け
る
。
(
一
八
頁
-

三
二
頁

)

『
第

一

経
濟

地
理
學
は
維
濟
的
文
化

の
現
象
形
態
を

研
究
す
る
も

の
で
あ
る
。
』

経
濟
的
文
化
と
は
人
類

の
経
濟
的
欲
望
充
足

の
た
め

に
完
成

せ
ら
れ

た
る
便
値

物

の
総
和
を
意
味
す

る
抽
象
的
概
念

で
あ
る
。
此

の
抽
象

的
概
念

は
種

々
の
形
態

を
と

つ
て
顯

締
濟
地
理
學
の
科
學
的
基
礎
付
へ
の
試
圖

一
六
九



縄
濟
地
理
學
の
科
學
的
基
礎
付
へ
の
試
圖

一
七
〇

現

す
る
時

に
の
み
之
を
認
識
し
得

る
が
故

に
、
経
濟
的
文
化
を
研

究

す

る

と

言

ふ
も
、
實
は
そ

の
現
象

形
態

に
就

い
て
研
究
す

る
も

の
で
あ

る
。
而

し
て
経
濟
的
文
化
も
、

一
般
的
文
化

と
同

じ
く
、
時

間
的
面

と
塞
聞
的
面
と
を
有

し
、
前
者

の
研
究

は
経
濟

史
、
後
者

の
研
究
は
経
濟

地
理
學

と
な
る
。

『
第

二

経
濟

地
理
學

は
維
濟
的
文
化
を
地

理
的
分
布

現
象

に
於

い
て
研
究
す
る
も

の
で
あ
る
。
』

第

一
に
於

て
述

べ
た
様

に
,

経
濟
史

は
経
濟
的
文
化
現
象

の
時
間
的
垂
直

的
獲
展

過
程
を
、
経
濟

地
理
學

は
そ

の
塞
闇
的
平
面
的
分
布

過
程
を

研
究
す

る
も

の

で
あ
る
か
ら
、

一
地
域

の
経
濟
現
象
を
個
別
的

に
記
述

し
、
或

は
各

地
方

の
産
物

た
る
貨
物

の
数
量

や
資

質

を

研

究

す

る

も

の

は
、
経
濟
誌

(ヨ

箭
。ぎ
富
ぎ
巳
ε

叉
は
商
品
學

(類
器

艮
茸
山
。)
に
し

て
、
経
濟
地

理
學

そ

の
も

の
で
は
な

い
。
而

し
て
、
斯
學

の

翻
導
概

念
た

る

『
地
理
的
分
布
性
』

は

一
定

の
制
約

を
有

し
、

そ
れ

は
経
濟
的
文

化
債
値

と
關
係

せ
し
め
ら
れ

て
ゐ
な
け
れ
ば
な

ら
な

い
。

『
第
三

経

濟
地
理
學

は
経
濟
地
理
學
は
経

濟
的
文

化
を

研
究
す

る
科
學

で
あ
る
。

イ

経

濟
地
理
學
は
文
化
科
學

で
あ
る
。

口

経
濟

地
理
學
は
個
別

化
的
通
則
嚢
見

的
科
學

で
あ
る
。

ハ

経
濟

地
理
學

の
法
則

は
傾
向
法
則
又

は
類
型
法
則

で
あ
る
。
』

一
般

に
経
験

科
學
は
自
然
科
學

と
丈
化
科
學

と
に
大
別
せ
ら
れ
、
前
者

は
湊
債
値

的
普

遍
化
方
法

を
後
者

は
債
値
關
係
的
個
別
化

方
法
を
用

ふ
る
。
然

る

に
、
経
濟

地
理
學

は
丈
化
現
象

の

一
た
る
経

濟
現
象

を
そ

の
研
究
封
象

と
な
す

が
故

に
、
個
性

を
離
れ
、



9

債
値
關
係

を
離
れ
る
事

が
出
來
す
、
各
地
域

の
経

濟
的
個
性

が
最
大
關

心
事
を
な

し

て
居

る
。
故

に
、
若
し
地
表

の
各

部
分

が
何

等
維
濟
的

に
特
異
性
を
有

せ
ざ
る
場
合

に
は
斯
學

は
そ

の
存
在

の
理
由

を
失

ふ
に
至

る
。
而

し
て
斯
學

は
地
表

の
各
部

の
維
濟
的

個
性

の
高
調
記
述
を
な
す

と
同
時

に
叉
各

地
域

に
共

通
な
る
關
係

よ
り
し

て

一
定
地
域

に
於

て

一
定

の
経
濟
的
分
布

の
形
成

せ
ら

る
る

一
種

の
法
則
を
定
立
す

る
事

を
も
旨

と
す

べ
き
で
あ

る
。
併

し
乍
ら
、
丈

化
科
學

に
於

け
る
法
則
は
、
自
然
科
學

の
そ
れ

と

は
異
り
、
只
事
象

の
傾
向

を
法
則
化
し
叉
は
諸

々
の
個
性
を
統

一
し

て
類

型
化

し
た
も

の

に
過
ぎ
な

い
の
で
あ

る
か
ら
、
経

濟
地

理
學

の
法
則

も
亦
軍

に
類

型
法
則

叉
は
傾
向
法
則

に
す
ぎ
な

い
。
而

て
、

一
般

に
、
経
濟
地
理
學
は
経
濟
史

と
共

に
節
納
法
を

主

と
し

て
用

ふ
べ
き
で
あ

る
。

さ
れ
ど
叉
経
濟

現
象

に
固
有
な

る
特

性
か
ら
演
繹

し
て
経
濟
現
象

の
史
的
焚
展

叉
は
地
理
的
分
布

の

理
法
を
究
明
す
る
場
合
も
少
く
な

い
。

斯

様

に
し

て
経
濟
地
理
學

の
概
念
は
明
か

に
せ
ら
れ
た
が
、
然

ら
ば

『
経
濟

地
理
學
は
地
理
學

な
り

や
経
濟
學
な
り

や
。
』

之

に
封
す

る
敏
授

の
見
解

は
次

の
如

く
で
あ
る
。

『
一
読

に
よ
れ
ば
、
経
濟

地
理
學

は
経
濟
學

と
地
理
學
と

の
申
間
領
域

に
在

り
と

せ
ら
れ
る
。
併

し
乍

ら
、
今

日
の
如
く
科
學
分
類

の
嚴

正
を
期
す
る
時
代

に
於

て
、
か

Σ
る
折
衷
的

見
解
は
排
斥

せ
ら
る
可
き

で

あ

つ
て
、

そ
は
恰
も
経
濟

地
理
學
が
自
然

と
経
濟
學

と
の
相
關
論

で

あ

る

と
す

る

の
見
解

が
正
當

で
な
く
、

又
二
元
論
的

に
人

文

地
理
學
を
見
る

の
が
不
都
合

で
あ

る
の
と
同

一
で
あ

る
。
経
濟
地
理
學

は
其

研
究
封
象

が

一
般
経

濟
學

の
そ
れ
と
同
じ

で
あ
る

が
、
そ

の
研
究
方
法

よ
り
す
れ
ば
人
丈
地

理
學

に
属

せ
し
む

べ
き
で
あ
る
。
併

し
乍
ら
、
経

濟
學

の
盟
系
並

び
に
そ

の
分
類

に
於

て
特
殊
な

る
立
場
を

と
る
場
合

に
於

て
は
、
経

濟
地
理
學
を
経
濟
學

の

一
分

野
と
す

る
事

が
絶
封

に
不
可
能

で
あ

る
と
論
断

は
出

縄
濟
地
理
學
の
科
學
的
基
礎
付

へ
の
試
圖

一
七

一



輝
濟
地
理
學
の
科
學
的
基
礎
付

へ
の
試
圖

一
七
二

來

ぬ
。
』
(
三
三
頁
、
註

一
)

前
述

せ
る
所

に
よ

つ
て
明

か
な
る

が
如
く

、
経
濟
地
理
學

は
、
経
濟
的
文
化
が
如
何

な
る
現
象
形
態
を

と

つ
て
塞
聞
的

に
顯

現

す

る
か
、
從

つ
て
叉
如
何

に
し
て
地
表

の
各

部
分

が

一
定

の
経
濟
的
個
性

を
有

す
る
経
濟
地
域
を
形
成
す

る
や
を
研
究
し
、
各

地

域

の
比
較
研
究
を
な
す
事
を
任
務

と
す
る
も

の
で
あ
る
。
之

に
よ

つ
て
経
濟
地
理
學

は
自

ら
そ

の
研
究
課
題

が
規

定

せ
ら
れ
る
。

故

に

『
一
定

の
地
域

の
経
濟
的
個
性
叉
は

一
定

の
地
域

の
経
濟
現
象

の
地
理
的
分
布
な

る
も

の
』

(
三
八
頁
)

が
斯
學
固
有

の
研

究
課
題

と
言

ふ

べ
き
で
あ
る
。
乍
併

、
そ
れ

ら
の
も

の
は
、
経
濟
現
象

の
内
在
的
本
質

に
よ

つ
て
決
定

せ
ら
れ
る

の
み
な

ら
す

、

更

に

『
経
濟

以
外

の
諸
關
係
』

の
影
響
を

う
け
そ

の
基
礎

の
上

に
立

つ
も

の
な

る
が
故

に
、

『
之
等

の
諸

關
係

を
全
然
無
硯
し

て

経
濟
地
理
學

の
研
究

は
成
立

し
得
な

い
。」

(
三
九
頁
)

さ
れ
ど
、
之
等

の
諸
關
係
を
固

有

の
課
題

と
等
置

す

る

こ
と
は
斯
學

の
意

義
を
失

は
し
む

る
も

の
で
あ
り
、
叉
之
等
を
軍

に
機
械

的
に
無
数

に
列
學
す
る
事

は
全
く
意
味
を
な

さ
な

い
事

で
あ

る
か
ら
、
斯

學

の
固

有

の
研
究
課
題

と
補
完
的
課
題

と
を
匠
別

し
な
け
れ
ば

な
ら
な

い
。

『
前
者

に
属

す

る
も

の
は
、
経

濟
現
象

に
内
在
す

る

本
質
、
並

に
そ

の
機
構
、
換
言
す

れ
ば
経
濟
紐
織
及

び
経
濟

的
給
付
編

制

で
あ
る
。
後

者

に
驕

す

る
も

の
は
之
を
大
別

し

て
杜
會

的
關
係

と
自
然
的
關
係

と
な
す

べ
く
、
更

に
こ
の
爾
者
は
種

々
の
項
目
に
分

つ
事

が
出
來

る
。
』
(
三
九
頁

)

『
経
濟
地

理
學
固
有

の
研
究

課
題
』
と
は
何

か
?

経
濟
地
理
學

は

『
一
定

の
経
濟

地
域

に
於
け

る
経

濟
的
給
付

の
地
理
的
編
制

(σqΦ。
σq目9℃
}・団8
冨

ヨ

請
。訂
匠

。
曇
暮
σq。・σq
頴
9
§

ぴq
)
を
研
究

の
主
眼

と
す

る
も

の
で
あ
る
。
そ

の
他
は
之

が
目
的
到
達

の
手
段

と

払
ふ

も
敢

え
て
差
支

へ
は
な

い
。
』
(
四

二
頁

)
而

し

て
如
何
な

る
経
濟
的
指
導
原

理

(
封
建
主
義
、
資
本

主
義
、
杜
會
主
義
等
)

に
よ



ノ

つ
て
各

地

の
経
濟

が
指
導

せ
ら
れ

て
居
る
か
は
経

濟
現
象

の
地

理
的
分
布

に
根
本

的
影
響
を
與

へ
る
も

の
で
あ

る
か
ら
、
之
は
結

局
最
も
重
要
な
る
研
究

課
題

の

一
と

い
は

ね

ば

な

ら

ぬ
。
斯
く

て
固
有

の
課
題

と
し

て

『
第

一
、
経
濟

に
於
け

る
指
導

原
理
』
、

『
第

二
、
経
濟
組
織

-

経
濟
的
給
付

の
編
制
』
を
得

る
。

次

に

『
経
濟

地
理
學

の
補
完
的

研
究
課
題
』

と
し

て
は
左

の
事

項
が
研
究

せ
ら

る

べ
き
で
あ

る
。

『
肚
會
的
諸
關
係
』

第 第 第 第 第
五 四 三 ニ ー

 

以

上

に

よ

つ

て
、

政

治

組

織

專

有

關

係

入

口

關

係

購繍
燐

麟
雛
態
一

私

は

、

『
自
然
的
諸
關

係
』

第
ム

氣

候
(
入
間

の
資
質

と
の
關
係

、
入

口
と
の
關
係
)

第

二

土

地
(
地
勢

、
地
質
、
地

域
、
地

位
)

黒
正
教
授
の
経
濟
地
理
學
の
新
し
き
基
礎
付
に
就

い
て
の
輪
廓
を
描
爲
し
了
え
た
。

六
、
右
に
就
て
の
所
感

黒

花
教
授

の
近
著

は
僅

々
百

五
〇
頁

の
小

冊
子

に
過
ぎ
な

い
が
、

そ

の
中

に
は
幾
多

の
債
値

多
き
文
字

・
示
唆

に
富

む
主

張
を

見
出
す

こ
と
が
出
來

る
の
で
あ

る
。
私
は
、
本
量

の
出
現

に
よ

つ
て
、
最

近
思
索

し

つ
玉
あ

つ
た
諸

々
の
事
項

に
就

い
て
種

々
の

有
釜
な
る
解
決

と
曙

示
と
確
信

と
を
與

へ
ら
れ
た
事

を
喜

ぶ
と
共

に
、

そ
れ
を
感
謝
す

る
も

の
で
あ

る
。

重

輝
濟
地
理
學
の
科
學
的
基
礎
付
へ
の
試
圖

一
七
三



経
濟
地
理
學
の
科
學
的
基
.礎
付
へ
の
試
圖

一
七
四

『
一
定

地
域

の
経

濟
的
丈

化

の
地
理
的
分
布

歌
態
』
を

『
統

一
的

に
理
解
す

る
た
め

に
は
常

に
経
濟
史
的

研
究

を
必
要
と
す

る
。

余

(
黒

正
巖
氏
)
が
経
濟
史

と
経
濟

地
理
學

と
を
併

せ
學
ば

ん
と
す

る
所

以
は
實

に
鼓

に
存
す

る
』

(
一
二
五
頁
)

と
考

へ
ら
れ

て
ゐ
る
敏

授

が
既

に
幾
多

の
経
濟
史
的
研
究
を
獲

表

せ
ら
れ

て
居
る
事
は
周
知

の
事

で
あ

る
が
、
此

の
教
授

が
経
濟

地
理
學
を
基

礎
付

け
ん
と
試
み
る
に
際

し

て
経
濟
史

と
の
關
聯

に
於

い
て
思
索

し

て
居

る
事

は
讃
者

の
容
易

に
首
肯

し
得

る
所

で
あ
り
、
是

が

極
め

て
良

く
功
を
奏
し

て
居
る
様

に
思

は
れ
る
。

さ
れ
ど
、
本
書

は

『
ノ
ー

ト
筆
記
を
簡

に
す

る
爲
め

に
書

か
れ
た
も

の
で
あ
る
』

(
序

四
頁
)

か
ら
、
新

し
き
主
張

・
特

異
な

る
主

張
に
就

い
て

ヨ
リ

一
暦

の
設
明

の
欲
し

い
所
も
少

く
な

い
が
、

そ
れ

ら

の
鮎
を
著
作
を
通

し
て
聴
き
得
な

い
の
を
遺
憾

と
す

る
。
今
、

そ
の
た

f

一
の
例
を

あ

げ

る

に

止

め

る
。
本
書

の

一
六
i

一
七
頁

に
於

い
て
、
経
濟

地
理
學

に
は
二

の
傾
向

が
あ

つ

て
、

一
は
英
米
流

の
實
用
的
な
從
來

の
商
業

地
理
學

の
攣
形

に
過
ぎ

ざ

る

も

の

で

あ

り
、
他

は
猫
逸
流

の
地
人
相
關
論

で
あ
る

が
、
之
等
は
維
濟

地
理
學
的
認
識

の
確

立

に
訣
く

る
所
が
あ
り
、
軍

な
る
経
濟
活
動

の

一
般
的

知
識

の
集
録

や
自
然

の
経
濟

的
読

明
は
斯
學

の
前

提
條
件

の

一
で
あ

つ
て
斯
學

そ

の
も

の
で
は
な

い
と
述

べ
た
る
後

(
前
出
、
一
六
九
頁
参

照
)
、
『
學

と
し

て
の
経
濟

地
理
學

は
経
濟
現
象

の
室
聞
的
分
布
と

い

へ
る
概

念
を
先
験
的

指
導
原
理

と
す

べ
き
も

の
で
あ

る
」

と
積
極
的

に
新

し
き
主
張
を

な
す

に
際

し

て
、
何
故

に
從
來

の
斯
學

の
締
導
概
念

を
否
定

し

て
自

己

の
提
唱
す

る

『
経
濟
現
象

の
塞

間
的
分
布
』

と
言

ふ
新
概

念

を
採
ら

ざ
る
可
か
ら
ざ
る
か
に
就

い
て
の
必
然
的

理
由

を
示
さ
な

け
れ
ば
な

ら
な

い
の
で
は
な
か
ら
う
か
。
敢

て
、
そ

の
明
白

な

る
詮
明

を
要
求

し
た

い
。



●

敏
授

は
、

『
経
濟

的
文

化
も
、

一
般
的
文
化

と
同
じ
く
、
時

闇
的
面

と
空
闇
的
面
と
を
有
し
、
そ

の
時
間
的
面
を
研
究
す

る
も

の
は
経
濟
史

に
し

て
、
室

間
的
面

の
研
究

を
な
す

も

の
が
経
濟
地
理
學

で
あ
る
』

(
一
九
頁

)
と
言

ふ
風

に
経
濟
史

の
方
面

か
ら

の
推

理

に
よ

つ
て
斯
く
論
断

せ
む
れ

て
居
る
が
、
併

し

ラ
ツ
ツ

エ
ル
以
來

長

い
間
守

ら
れ

て
來
た

『
地
人
相
關
論
』

か
ら

一
大
飛

躍
を
行
は

ん
が
た
め

に
は
更

に
別

の
方

面
か
ら

の
論
明

が
あ
つ

て
然

る
可
き

で
あ
ら
う
。
私

の
拙
く
も
考

へ
る
所
に
よ
る

と
、
自

然
は
直
接

に
人
間

に
作
用
す

る
も

の
庖
な
く
、
叉
反
封

に
人
間

は
直
接

に
自
然

に
働

き

か
け

る
も

の
で
も
な
く
、

一
定

の

『
維
濟

的
關
係
』

を
通
し

て
交

互
作
用
を
行

ふ
も

の
で
あ
る
。
自
然
は
此

の

『
中
聞
項
』

に
媒
介

せ
ら
れ

て
始

め

て
経
濟

の
態

様
や
そ

の

獲

展

の
上

に
影
響
を
及
ぼ
す

も
の
で
あ

り
、
<
冨

く
・
露

で
あ
る
。
而
し

て
、
此

の

『
中

間

項
』

の
攣

る
と
共

に
そ
の
交

互
作

用
も

攣
化

せ
ざ
る
を
得
な

い
。
故

に
、
此

の

一
定

の

『
経
濟
的
關
係
』

が
前
面

に
現
は
れ
、
そ
れ

が
重
要
性
を
帯

び

て
來

る
。
同

じ
く

此

の

一
定

の
維
濟
的
關
係
を
封
象

と
し

て
科

學
的

研
究

を
行

ふ
も
、

そ

の
用

ふ
る
所

の
方

法

の
異

る

に
件
れ

て
、
或

は
理
論

経
濟

學

と
な
り
、
或
は
経
濟
史

と
な
り
、
或

は
経
濟

地
理
學

と
な
る
。
而

て
、
此

の
場
合
、

か

」
る
關
係

の
下

に
於
け
る
経
濟
現
象
を

ば
、

『
時
聞
的
獲
展

性
』

を
纏
導
概
念

と
し

て
歴
史

的

に
研
究
す

る
時

『
経
濟
史
學
』

が
生
れ
、
之

に
封
慮

し
て

『
室
間
的
分
布

性
』

に
於

い
て
地
理
的

に
研
究
す

る
時

『
経
濟
地

理
學
』

が
生
れ
、
そ
れ
等
が
猫

立

の
科
學

と
し

て
の
存
在

の
理
由

を
持

つ
事

と

な
る

の
で
あ
る
。
斯

く
観
す

る
事

に
よ

つ
て
、
斯
學
は

歴
史
的

な
る
丈
化
科
學

(
叉
は
肚
倉
科
學
)
た
る
の
性
質
を
具
備

し
來
り
、

且

つ
斯
學

が

『
自
然
的
關
係
』
を
問
題

と
す

る
以
上
、
叉

『
杜
會
的
關
係
』

を
も
問
題

と
せ
ざ
る
を
得
な

い
事
と
な
る
。
併

し
乍

ら
、
是

等

の
諸
關
係

を

『
経
濟
現
象

の
地
理
的
編
制
』

な

る
本
格
的
根
本
問
題

に
照

し

て
見

る
時

、
是
等

は
從

た
る
關
係

に
立

つ

輝
濟
地
理
學
の
科
學
的
基
礎
付
へ
の
試
圖

'

一
七
五

■



`

纒
濟
地
理
學
の
科
學
的
基
礎
付

へ
の
試
岡

一
七
六

も

の
な

る
事

が
明

か
と
な
る
で
あ
ら
う

か
ら
、
是
等

の
諸
關

係
は
前
階
的
問

題
と
し

て
即

ち
黒

正
氏

の
所
謂

『
補
完

的
問
題
』

と

し

て
取
扱
は

る
可
き

で
あ

つ
て
、

此
際

、
是

等

の
關

係

の
み
を
論

じ
た
り
、

是
等

を
本
格
的
問
題

と
同
等

に
待
遇
し
た
り
す

る
の

は
失
當

で
あ
ら
う
。

　

む

　

む

次

に
、
『
文
化
科
學

と
し

て
存
在

し
得

る
が
爲

め
に
は
、
あ
く
迄
、
個
性

叉
は
債
値
關
係

が
根
本
的
基
礎
を
な
す

べ
き

で
あ
る
』

(
二
七
ー

二
八
頁
)

と

言

ふ

風

に

『
債
値

關
係
」

と
言

ふ
言
葉
を
常

に
使
用
し

て
居

る
教
授

が
二
六
頁

に
於

い
て

『
丈

化
科
學

の

　

む

存
立

の
根
本
理
由
は
、

そ

の
個
性

の
債
値
的
認
識

で
あ
る
』

と
言
は
れ

て
居

る
が
、
何
故

に
此
庭

で
便
値
關
係
的
認
識

と
せ
す

に

『
債
値
的
認
識
』

と
言

ふ
言
葉
を
使

用
せ
ら
れ
た

の

で
あ

る

か
?
・

此

の
鮎

に
於

け
る
読
明
は
、
勿
論

、
ド

イ
ツ
西
南
學
派

の
哲

學

の
祀
述

で
あ

る
が
、

ビ

ン
デ

ル
バ

ン
ド
の
詮

く
が
如
く
、

『
経
瞼

的
歴
史
科
學

は
、
生
成
攣
化

の
見
渡
す

べ
か
ら
ざ
る
多
様

の

中
か

ら
、
債
値

に
關
係

す
る
事

に
よ

つ
て
關

心
を

そ

」
り
得

る
如
き
も

の
を
摘
出

し
、
以

て
個

々
の
要
素

を
債
値
關
係
的
全
盟
構

造

と
し

て
完
成

す
る
事

に
よ
つ
て
其
庭

に
自
ら

の
封
象

を
造

り
出
す

の
で
あ
る
。
然

し
乍

ら
ー

悲
し

く
も
事
實

の
示
す
如
く
共

虚

に
は
幾
多

の
誤
解
が

あ
り
、
之
を

さ
け

る
爲

に
絶

え
す
繰
返

し
注
意

さ
れ

ね
ば
な
ら

ぬ
課

で
あ

る
が
、
i

か

、
る
債
値
關
係

は
決
し
て
慣
値
判
断
で
は
な
く
、
叉
道
徳

化
的
評
債
は
文
化
研
究
共
も
の
に
遠
ざ
か
つ
て
居
る
事
猫
自
然
研
究
に
遠
ざ
か
つ
て
居

る

の
と
同
然

で
あ
る
。
』
(
壽

餌
包
7
塁

国
姦

ぎ

・・
写
畠
亀

ゴ
ぎ

℃
葺

9
駐

清

水
清
課

嬬

〃
げ

『
哲
學
概
論
』

四
四
〇
1

四

〇

一
頁
)
而

て

『
此

の
如

き
債
値

を
詮
索

研
究

す
る

こ
と
、

こ
れ

こ
そ
は
倫

理
學

の
課
題

で
あ
る
』

(
ま
P
・
ω
・
ωい
9

課
本

四
四
二

　

む

頁
)

の
で
あ
る
。

依

つ
て
、
問
題

の
黙

は
、

『
債
値

關
係

的
認
識
』

と
明

記
す

べ
く
、

さ
う
す
る
事

に
よ

つ
て
つ
ま

ら
ぬ
誤
解
を



防
止

し
得
る
で
あ
ら
う
。
何

と
な
れ
ば

『
債
値
的
認
識
』

と
讃

む
時

に
は

『
債
値
判

断
』

と
も
受
取
り
得

る
の
で
あ

る
か
ら
。
教

授

は
斯

か
る
意
味

に
於

い
て
即
ち
慣
値

判
断

と
言

ふ
意

味

に
於

い
て

『
債
値
的
認
識
』
な

る
言
葉

を
使

用
す

る
筈

は
な

い
で
あ
ら

う

か
ら
、
こ
れ
は
何

等
か

の
不
注
意

(
誤
記

・
誤
植

・
脱
漏
)

に
起

因
す
る
も

の
と
考

ふ
べ
き
で
あ
ら
う
。

七

、

結

陶

以
上

に
よ

つ
て
、
私

は
、

『
蓼

々
東
西
殆

ん
ど
そ

の
類
例

を
見
な

い
と
こ
ろ
』

の

『
杜
會
科
學

(
從
來
は
自
然

科
學

の

一
領
域

に
過
ぎ

な
か
つ
た
が
)

の

一
と
し
て
の
経

濟
地
理
學

』

(
川
西
氏
前
掲
書

三
頁
)

の
新

し
き
基
礎
付

へ
の
試
圖

と
し

て
、
川
西

・

　

 

黒

正
爾
氏

の
所
説

を
不
完
全

な
が
ら
も
出
來
得

る
限
ウ
忠
實

に
紹
介

し
、
併

せ

て
そ
れ

に
封
す

る
私

の
拙
き
讃
後

感
を
述

べ
了

え

た
。

そ
の
紹
介

に
於

い
て
、
叉
そ

の
讃
後
感

に
於

い
て
、
原
著
者

の
眞

意
を
傷

け
る
様

な
黙
が
あ

る
か
も
知
れ
な

い

(
私
自
身

と

し

て
は
斯

る
事

な

し
と
信

す

る
も

の
で
あ

る
)

が
、
併

し
乍

ら
若

し
そ
れ
あ
る
と
し

て
も
そ
れ

は
先
輩
諸
學
者

に
封
す
る
不
敏
な

る
末
輩

の
敬
意

の
表
現

に
外
な
ら
な

い
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ

に
封

し

て
は
更

に
懇
篤

な
る
御

示
敏
を
仰
ぎ
度

い
と
希

ふ
。

前
述

せ
る
所

(
三
、
四
、

五
、
六
に
於

い
て
)

に
よ

つ
て
明

か
な

る
が
如
く
、
右

に
紹
介

せ
る
爾
書

は
極
め

て
示
唆

に
富

み
、

且

つ
有
釜
な
る
新

丈
字

に
充
さ
れ
た
便
値
高

き
近
業

な
る
が
故

に
、
私

は
こ
れ
を
現
在

の
我
が
経
濟
地
理
學
界

か

ら

一
般
讃
書

に

贈

る
事
を
甚

だ
愉
快

に
思

ふ
も

の
で
あ
る
。
敢

て

一
讃

三
省
を
望
む
。

●

黒
正
博
士
は

『
純
然
た
る
経
濟
學
徒
」

(
序

四
頁
)
で
あ
り

、
川
西
氏
も
そ

の
既

往

の
著
書

や
行
論

の
風
か
ら
推
察
す

る
と
経

経
濟
地
理
學
の
科
學
的
基
礎
付
へ
の
試
圖

一
七
七

・



■

縄
濟
地
理
學
の
科
學
的
基
礎
付

へ
の
試
圖

【
七
八

.

濟
學
者

の
範
疇

に
入
る
可
き
人

で
あ
る
様

に
思
は
れ
る
。
斯

様
に
経
濟
學
者

が
経

濟
地
理
學
界

に
進
出
し

て
來

た
事
は
、
注
目

に

値
す

る
事

で
あ
り
、
且

つ
私

の
年
來

の
主
張
を
裏
書
す

る
も

の
と
し

て
漱
迎
す

べ
き
事

で
あ
る
。
從
來

、
我
國

の
所
謂

『
経
濟
地

理
學
」
な

る
も

の
は
、
地
理
學
者

の
片
手
間

の
仕
事

に
過
ぎ
す
、
從

つ
て
そ
れ
は
地
入
相

關
論

た

る
人
文

地
理
學

の
域
を
脱
せ
ざ

る
か
、
或

は
叉
輩
純

に
商
品

に
就

い
て
若

干
経
濟
的
な
臭

を
持

せ
た
説

明
を
羅

列
す

る
に
過
ぎ
な

か
つ
た
。

そ
れ
は
決
し

て
経
濟

地
理
學

で
は
な

い
。
経

濟
地
理
學

と
経
緯

の
關
係

に
あ
る
経
濟
史
學

は
從
來
專
ら
経

濟
學
者

に
よ

つ
て
研
究

せ
ら
れ
、
叉
動
物

地

理
學

・
植
物

地
理
學

は
專
ら
動

植
物
學
者

の
手

に
委

ね
ら
れ

て
來

て
居
る

の
に
、
猫
り
わ
が
経
濟

地
理
學

の
み
は
地
理
學
者

の
副

業

た
る
か

の
観
を
呈
し

て
來

た

の
は
全
く
偶
然

の
事

で
あ
る
が
、
此
事
は
斯
學

の
前
進
を
停
滞

せ
し
め

・
阻
害

せ
し
む
る

一
因
を

な
し

て
居
た
と
言
は
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

斯
く
論
じ
來
る
時

、
斯
學

の
獲
達
を
は

か
ら
ん
が
爲

に
は
、
斯
學

の
研
究
を
吾

々
経

濟
學
徒

の
手

に
奪

ひ
取
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な

い
事
が
明

か
に
な
る
で
あ
ら
う
。
而

て
、
経

濟
學
者

に
し
て
其

他

の
諸
科
學
特

に
地

理
學

に
造
詣
深

き
人

に
よ

つ
て
研
究

せ
ら
る

べ
き

で
あ
る
。
地
理
學
者

の
良

い
加
減

な
経
濟
的
常
識
を
以

て
経
濟
地

理
學

の
大
成

が
望
め
な

い
と
同
様

に
、
叉
地
理
學

の
素
養
な

き
経
濟
學
者

の
斯
學
界

へ
の
進
出
は
危
瞼

で
あ
る
か
ら
、
経
濟
地
理
學

を
研
究

せ

ん
と
す

る
経
濟
堕
者
は
地
理
學
的

研
究
を
積

む
必
要
が
あ
る
。
そ
れ

と
同
時

に
、
足
を
地
上
か
ら
離

し

て
室
中

に
浮
流

し

つ

」
抽

象

的
維

濟
理
論

に
飴
り

に
も
永

い
聞
陶
醇
す

る
事

の
な

い
様

に
し
つ
か
り

と
そ

の
足
を
地
上

に
踏

み
し
め

つ
」
そ
の
研
究

の
歩

を

進

め
る
様

に
警

戒
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
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